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【
要
約
】
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
お
け
る
革
新
主
義
運
動
は
、
全
編
の
運
動
の
先
頭
を
き
り
、
か
つ
そ
の
典
型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
を
、
掲
げ

　
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
通
り
に
「
反
マ
シ
ン
・
反
独
南
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
留
置
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
獣
道
郷
者
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
は
、
一
九
〇
〇
年
・
、
鉄
道

　
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
結
ん
だ
傑
寺
派
マ
シ
ン
と
の
了
解
の
上
で
知
事
に
当
選
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
社
会
の
工
業
化
と
情
愛
化
に
た
い
す
る
政
漁
乱
心
慈
の

論
難
膿
掛
雛
数
蔽
綜
廊
難
蹄
幾
甕
薦
蕪
携
運
鉱
論
難
灘
御
影
鞘
羅
轡

へ　

ﾂ
ま
り
企
業
経
営
の
合
理
化
、
に
み
と
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
つ
の
方
向
で
の
改
革
は
薫
大
資
本
が
十
分
に
適
応
し
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

～　

ﾉ
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
二
つ
の
側
面
、
宮
沼
気
家
と
團
家
誤
認
資
本
主
義
へ
の
道
を
決
定
し
た
改
革
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
事
実
、
最
近
二
十
年
間
、
こ
の
問
題
に
た
い
す
る
研
究
の
深
化
・

　
　
　
【
　
ア
ブ
自
ー
チ
の
吟
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
大
は
い
ち
じ
る
し
い
。
二
十
年
前
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
た
・
、

　
　
　
　
プ
闘
グ
レ
ツ
シ
ヴ
イ
ズ
ム

　
近
年
、
革
新
主
義
に
た
い
す
る
史
家
の
注
解
は
と
み
に
そ
の
度

を
増
［
し
た
。
　
一
昨
年
、
ア
ー
サ
；
・
マ
ソ
は
、
今
臼
ア
メ
リ
カ
の
筑
二

流
の
歴
史
家
た
ち
が
こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
集
中
し
、
た
め
に
他
の

テ
ー
マ
の
研
究
に
タ
レ
ン
ト
の
総
門
疋
を
生
じ
て
い
る
、
と
さ
え
の
べ

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

人
民
主
義
…
一
革
新
主
義
ー
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
連
続
を
想
定
し

て
「
窟
裕
階
級
に
た
い
す
る
人
民
の
闘
争
」
と
こ
れ
を
単
純
化
す
る

図
式
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ウ
イ
ッ
グ
史
家
の
そ
れ
と
岡
様
の
運

命
に
出
会
っ
た
。
層
雲
主
義
の
都
市
的
・
中
産
的
性
格
が
強
調
さ
れ
、
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◎
　
ス
テ
イ
タ
ス
・

43

熾
粕
_
民
の
人
民
主
義
と
の
非
連
続
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
「
地
位

レ
譲
ザ
翻
ー
シ
冥
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

革
　
　
命
」
と
い
う
新
し
い
視
角
が
、
二
十
世
紀
初
頭
の
こ
の
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

況
期
の
改
革
運
動
を
説
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
。
古
典
的
レ
セ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
フ
　
オ
　
ム

フ
ェ
ー
ル
の
開
…
鎖
的
世
界
一
観
か
ら
、
改
鞭
車
的
ダ
～
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
制

度
学
派
、
ソ
シ
ア
ル
・
ゴ
ス
ペ
ル
、
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
な
ど
の
新
し

い
祇
会
改
革
理
念
へ
の
転
換
が
指
摘
さ
れ
、
革
新
主
義
運
動
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
知
識
人
の
指
導
的
役
割
が
強
調
さ
れ
た
。
数
多
く
の
特
殊
研
究
が

運
動
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
て
の
単
純
な
図
式
化
の
欠
陥

を
つ
い
た
。
た
し
か
に
、
焼
増
、
革
新
主
義
像
は
か
な
り
の
鮮
明
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
も
っ
て
、
そ
の
復
雑
な
姿
を
現
わ
し
つ
つ
あ
る
。
い
わ
く
、
十
九

世
紀
的
畏
主
主
義
・
個
人
主
義
理
念
の
圏
執
、
二
会
の
組
織
化
と
く

に
巨
大
資
本
と
大
労
働
紐
合
に
た
い
す
る
反
感
と
恐
怖
。
ま
た
下
層

民
衆
に
た
い
す
る
人
道
主
義
的
岡
情
、
鮭
会
矛
盾
の
認
識
と
そ
れ
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
責
任
感
。
あ
る
い
は
ま
た
、
人
閾
の
進
歩
に
た

い
す
る
楽
天
的
信
頼
、
等
々
。
つ
ま
り
、
革
新
主
義
運
動
と
は
何
で

あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
に
虞
今
臼
か
な
り
の
説
得
力
を
も
つ
解
答

が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
お
よ
そ
歴
史
認
識
に
お
い
て
、
そ
れ
が
何
で
あ
っ
た
か
と

い
う
問
か
け
は
、
そ
れ
が
現
代
に
何
を
与
え
た
か
、
と
い
う
問
を
常

に
伴
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と

き
、
革
新
主
義
運
動
研
究
の
現
状
は
さ
ほ
ど
実
り
多
い
も
の
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
…
は
、
今
日
半
ば
古
典
の
地
位
を

得
て
い
る
著
書
「
改
革
の
時
代
」
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
穏
当
に
次

の
よ
う
に
い
う
。
　
「
改
革
者
た
ち
は
ま
っ
た
く
不
可
能
な
こ
と
を
な

そ
う
と
　
　
つ
ま
リ
ム
…
ド
を
制
度
化
し
よ
う
と
　
　
し
て
い
た
。

ム
…
ド
が
過
ぎ
去
っ
た
時
、
若
干
の
具
体
的
な
改
革
は
残
っ
た
。
し

か
し
、
民
衆
政
治
の
形
式
的
成
果
は
、
法
令
と
し
て
残
っ
て
は
い
た

が
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
す
る
民
衆
の
能
力
が
、
そ
れ
を
生
ぜ
し

め
た
政
治
的
リ
バ
イ
バ
ル
と
と
も
に
消
滅
し
た
が
た
め
に
、
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

味
を
失
い
、
ま
た
、
ボ
ス
と
利
益
集
団
が
再
度
滲
透
し
来
た
っ
た
」
。

革
新
主
義
の
成
果
を
否
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
ア
メ
リ
カ
勘
零
本
主
義
体
鰯
を
出
目
｛
窪
し
つ
つ
反
独
占
・
反
ボ
ス

を
嘱
え
た
革
新
主
義
者
た
ち
の
当
然
受
け
る
べ
き
評
価
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。
す
で
に
三
十
年
代
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
そ
れ
が
独
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

資
本
主
義
へ
の
闘
争
で
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
失
望
し
、
ス
テ
フ
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ズ
は
、
既
存
体
制
へ
の
無
益
な
つ
ぎ
あ
て
と
こ
れ
を
断
定
し
た
。
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

近
の
世
代
で
は
、
ア
ー
ロ
ン
が
「
え
せ
進
歩
主
義
者
」
と
き
め
つ
け
、

他
方
、
バ
ー
ツ
と
エ
カ
…
チ
は
パ
ー
ク
流
の
保
守
主
義
に
立
っ
て
、
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⑩

革
新
主
義
者
の
浅
薄
な
楽
天
的
理
想
主
義
を
批
判
し
た
。
だ
が
、
そ

れ
ら
は
し
ょ
せ
ん
、
革
新
主
義
が
何
を
与
え
た
か
、
で
は
な
く
て
、

何
を
与
え
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
消
極
的
視
点
か
ら
の
、
い
わ
ば
現

実
の
ア
メ
リ
カ
の
外
部
か
ら
の
批
判
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
、
こ
れ
に
た
い
す
る
肯
定
的
評
価
は
、
ピ
ッ
ク
ス
、
ビ
！
ア

ド
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
融
々
の
改
革
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
列
挙
に
終
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
改
革
が
、
二
十
世
紀
は
じ
め
の

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
に
何
を
加
え
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
た
か
、

と
い
う
客
観
的
解
釈
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
、
改
革
者
た
ち
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
線
上
で
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
人
民
対
寓
裕
階
級
と
い
う

平
板
な
公
式
を
背
景
に
し
て
、
改
革
が
長
女
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ホ
フ

ス
タ
ッ
タ
ー
の
「
若
干
の
具
体
的
な
改
革
は
残
っ
た
」
と
い
う
蓑
現

以
上
の
積
極
的
な
評
価
を
愛
心
号
し
な
い
。

　
つ
ま
り
、
評
価
を
下
す
べ
き
歴
史
家
自
身
が
、
革
新
主
義
の
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
い
ま
な
お
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
は
、
個
女

の
具
体
的
成
果
に
自
ら
の
理
想
の
実
現
を
見
、
ま
た
否
定
す
る
も
の

は
、
そ
の
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
失
望
し
て
、
無
い
も
の
ね
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
の
評
価
を
下
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
に

も
、
異
鯛
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
理
想
に
、
全
面
的

共
感
を
覚
え
る
立
場
に
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
の
は
、
革

新
主
義
の
伝
統
に
参
与
し
た
人
前
の
熱
情
で
も
苦
悩
で
も
な
く
、
　
一

つ
の
客
観
的
存
在
と
し
て
の
現
代
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
そ
の
怪
物
を

出
現
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
初
頭
の
革
新
主
義
運
動
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
。
運
動
の
理
想
、
少
く
と
も
そ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
か
ら
離
れ
て
、
そ
れ
を
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
不
可

能
な
の
か
。
本
論
丈
は
、
ウ
イ
ス
コ
ソ
シ
ソ
に
お
け
る
革
新
主
義
運

動
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
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。
｝
〆
冒
」
8
ぎ

　
σ
O
o
寮
6
0
粘
〉
諺
○
甑
○
麟
離
コ
副
）
o
奏
認
ω
ヨ
（
属
。
考
ノ
圃
。
触
r
お
繍
）
Ω
影
や

　
×
い

⑪
　
一
〇
剛
碁
O
．
頃
陣
巳
《
ρ
門
｝
6
男
。
膨
三
霧
力
○
イ
○
犀
（
q
鉱
ゴ
。
団
≧
ぎ
質
？

　
ω
9
2
お
繊
）
Ω
多
℃
●
顔
，
∴
Ω
多
甑
①
。
。
〉
ゆ
し
づ
①
鍵
ρ
0
9
昏
。
ヨ
℃
o
巴
㌶
団

　
｝
影
。
臨
。
帥
雛
鵠
冨
8
3
・
（
Z
o
毛
イ
○
巳
F
一
露
○
。
）
Ω
影
℃
ω
鯨
諸
一
惹
に
”
鵠
㌣

　
同
。
冠
d
．
屑
㊤
已
ご
お
き
↓
び
。
の
属
。
蓉
｛
o
同
Q
Q
o
2
巴
闘
詩
暮
8
0
（
客
9
’
、
く
O
ユ
許

　
一
8
一
）
．

⑫
こ
の
こ
と
は
、
厩
視
的
に
は
ア
メ
リ
カ
知
識
人
全
体
に
あ
て
は
ま
る
。

　
戦
後
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
共
和
党
敗
権
…
ド
で
な
さ
れ
た
ニ
ュ
…
デ
イ
ー
ル

　
の
受
容
の
結
果
、
革
新
主
義
の
伝
統
が
全
ア
メ
リ
カ
的
に
定
着
し
、
異
質

　
の
世
界
観
を
全
醐
的
に
拒
否
す
る
思
想
的
硬
直
性
を
生
ん
だ
。
し
た
が
っ

　
て
そ
れ
は
世
界
の
冷
戦
構
造
の
　
因
を
構
成
し
て
い
る
。

⑬
こ
の
よ
う
な
伝
統
か
ら
　
応
離
れ
て
客
観
的
に
革
新
主
義
運
動
を
捉
え

　
よ
う
と
す
る
も
の
に
、
。
Q
ρ
老
声
や
寓
3
・
。
。
・
”
目
話
肖
Φ
超
9
窃
①
ざ
ぎ
－

　
（
ぼ
も
ゆ
＃
欝
血
ω
旨
（
0
7
同
0
9
σ
q
O
マ
一
Φ
朝
月
）
が
あ
る
。
同
点
伺
は
急
激
な
工
業
化
に

た
い
ナ
る
諸
祉
会
層
、
社
会
集
団
の
反
回
・
対
応
の
…
都
と
し
て
革
新
主

義
運
動
を
捉
え
る
が
“
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
－
も
っ
た
か
に
つ
い
て

，
は
明
確
な
解
明
を
与
え
て
い
な
い
。

ニ
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
位
置

　
革
新
主
義
運
動
に
お
け
る
中
西
部
の
比
霊
は
い
ち
じ
る
し
く
大
き

い
。
　
一
九
コ
一
年
の
革
新
党
の
前
身
、
共
和
党
革
・
新
主
義
連
盟
に
参

加
し
た
上
院
議
員
八
名
中
六
名
、
下
院
議
員
十
六
名
中
十
三
名
、
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

知
事
六
名
中
四
名
が
中
西
部
嵩
身
者
で
占
め
ら
れ
、
連
盟
の
指
導
老

は
名
実
と
も
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
ロ
バ
ー
ト
・
簸
・
ラ
フ
ォ
レ
ヅ

ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
西
部
革
新
・
王
義
運
動
の
先
頭

に
立
ち
、
か
つ
中
核
を
な
し
た
も
の
が
、
彼
の
卒
い
る
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
で
あ
っ
た
こ
と
も
書
を
ま
た
な
い
。
一
九
〇
一
年
、
ラ
フ
ォ

レ
ヅ
ト
の
州
’
知
事
就
任
以
来
、
闇
口
州
の
改
廿
単
政
治
は
中
頭
甜
齢
廿
半
新
幽
土

義
運
動
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
そ
の
改
革
の
パ
タ
ー
ン
を
決
定
し
た
。

直
接
民
主
綱
の
拡
大
、
鉄
道
他
公
共
的
請
企
業
の
規
制
、
税
制
改
草
、

行
政
機
構
の
合
理
化
、
協
同
維
合
活
動
へ
の
支
持
、
労
働
災
害
補
償

制
度
か
ら
教
育
施
設
の
拡
充
に
い
た
る
諸
改
革
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
に
「
民
主
主
義
の
実
験
室
」
の
名
を
得
さ
し
め
た
。
中
西
部
の
ほ

74　〈942）
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と
ん
ど
の
州
が
凹
團
州
の
2
改
電
卓
を
膜
果
し
、
〉
｝
の
彫
曜
鰻
目
は
カ
リ
フ
ナ
ル

ニ
ア
、
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
シ
ー
、
　
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ア
に
も
及
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
情
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
改
革
運
動
を
蘭
卑
新
主
義
運

動
全
体
の
原
型
と
見
な
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　
他
轟
力
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
登
場
諾
罰
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
状
況
は
ど

う
か
。
も
し
そ
れ
が
同
時
代
の
全
園
的
状
況
と
多
分
の
共
逓
性
を
も

つ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
予
想
は
さ
ら
に
正
当
化
さ
れ
う
る
で
あ
ろ

㌧
う
。

　
ま
ず
指
摘
し
う
る
の
は
中
藤
部
の
一
般
的
特
質
で
あ
る
。
元
来
、

十
九
世
紀
末
の
急
激
な
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
展
開
は
、
中
藤

部
に
お
い
て
極
め
て
激
烈
な
衝
撃
を
伴
っ
た
。
す
で
に
イ
ソ
ダ
ス
ト

リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
も
つ
北
東
都
志
州
に

比
し
、
中
西
部
は
わ
ず
か
一
世
代
の
間
に
大
規
模
な
工
業
化
・
都
市

化
の
激
流
を
経
験
し
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

十
九
世
紀
的
農
村
的
民
主
主
義
理
念
に
与
え
ら
れ
た
衝
撃
は
極
め
て

苛
烈
で
あ
っ
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
中
西
都
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
全

体
の
農
村
か
ら
都
市
へ
、
農
業
か
ら
工
業
へ
と
い
う
転
換
の
過
程
を
、

い
わ
ば
代
表
的
に
経
験
し
た
と
い
え
る
。
し
か
も
な
お
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
一
層
中
西
部
納
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

菓
に
や
や
早
く
工
業
化
を
経
験
し
た
ミ
シ
ガ
ン
、
イ
リ
ノ
イ
、
オ
ハ

イ
オ
に
接
し
、
西
と
南
に
よ
9
西
部
的
な
ア
イ
オ
ワ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、

ダ
コ
タ
を
ひ
か
え
、
大
湖
岸
に
シ
カ
ゴ
に
相
当
す
る
大
都
市
ミ
ル
ウ

志
、
ー
キ
…
を
q
も
つ
ウ
ィ
ス
コ
γ
シ
γ
は
志
甲
蔭
蔀
の
中
西
澱
叩
で
あ
．
つ
た
。

　
州
内
蔀
の
状
況
は
ど
う
か
。
　
一
九
〇
〇
年
当
時
、
州
人
口
は
約
二

〇
七
万
、
　
一
〇
年
前
に
比
し
二
二
％
の
増
、
う
ち
都
市
人
凱
は
三
七

％
増
を
示
し
、
金
箭
平
均
　
　
人
口
増
二
〇
・
八
％
、
都
布
人
口
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
六
・
八
％
　
　
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
産
業
構
成
に
翁
い
て
は
、

木
材
業
お
よ
び
製
粉
業
が
州
産
業
中
第
一
、
第
二
位
を
占
め
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
は
一
八
九
〇
年
以
降
絶
対
的
・
稲
対
的
に
減
小
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
た
、
こ
れ
に
反
し
て
鋳
造
お
よ
び
機
械
工
業
は
急
速

に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
　
一
〇
年
聞
に
そ
の
生
産
額
は
約
二
・
六
倍
に

増
し
て
い
た
。
と
く
に
、
こ
の
種
の
生
産
の
三
分
の
二
を
担
っ
た
ミ

ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
は
す
で
に
二
十
世
紀
の
産
業
た
る
自
動
車
工
業
の
地

域
的
中
心
と
な
り
っ
つ
あ
っ
た
。
農
業
部
門
で
も
新
時
代
の
方
向
を

示
す
酪
農
業
が
め
ざ
ま
し
い
生
長
を
見
せ
、
そ
の
産
額
は
十
年
闘
に

三
倍
と
な
っ
て
州
の
第
四
の
重
要
産
業
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な

お
、
農
業
は
州
人
口
の
最
大
部
分
を
吸
収
し
て
滋
り
、
一
九
〇
〇
年

当
時
、
一
コ
ハ
万
四
千
∴
か
曲
辰
盤
が
に
従
事
し
、
製
豊
阻
工
轟
朱
に
川
徒
電
軍
す
る
人

X・75　（943）



口
は
一
四
万
二
千
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
す
で
に
、
総
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

生
産
物
価
格
は
工
業
生
産
物
の
そ
れ
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
経
済
構
造
は
舎
衆
国
金
体
の
見
事

な
縮
図
で
あ
っ
た
。
農
村
的
性
格
は
な
お
強
く
残
っ
て
い
た
が
、
新

し
い
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
出
現
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

人
口
の
三
分
差
二
は
農
村
で
生
計
を
た
て
て
い
た
が
、
窟
の
四
分
野

三
は
製
造
工
業
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
、
そ
れ
は
圧
倒
的
に
都
市
に

集
中
し
て
い
た
。
州
の
北
半
部
は
大
森
林
の
消
耗
と
と
も
に
繁
栄
を

失
い
、
こ
れ
に
代
っ
て
湖
岸
地
帯
に
出
覗
し
た
工
業
都
市
が
繁
栄
の

中
’
5
と
な
り
、
州
南
部
も
ま
た
農
。
工
の
双
方
に
基
礎
を
お
く
復
合

経
済
を
発
展
せ
し
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
他
方
、
州
政
界
を
支
酎
し
て
い
た
の
は
、
一
八
七
〇
年
以
降
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

貫
し
て
強
訴
な
共
和
党
マ
シ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
を
な
す
の
は

上
院
議
員
の
任
に
あ
っ
た
材
木
王
フ
ィ
レ
タ
ス
・
ソ
ウ
ヤ
ー
で
あ
り
、

彼
を
助
け
て
、
岡
じ
く
上
院
．
議
員
で
鉄
道
顧
問
弁
護
士
の
J
・
c
・
ス

ヅ
ー
ナ
ー
と
材
太
・
王
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ソ
が
権
力
の
座

に
つ
き
、
さ
ら
に
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
…
の
市
電
王
で
銀
行
業
∵
鉄
道
業

に
も
手
を
の
ば
し
て
い
た
H
・
C
・
ペ
イ
ン
、
銀
行
家
の
C
・
F
・

フ
ィ
ス
タ
；
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
の
贅
本
家
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
。
フ
ィ
リ

ッ
プ
が
党
と
実
業
界
の
連
携
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。
州
お
よ
び
連

邦
政
府
の
さ
ま
ざ
ま
の
バ
ト
ロ
ネ
イ
ジ
の
配
分
は
、
彼
ら
の
手
に
握

ら
れ
、
そ
の
背
後
に
は
、
連
邦
な
い
し
州
の
公
有
地
払
下
げ
に
か
ら

ん
で
木
材
業
イ
ン
タ
レ
ス
と
密
接
に
結
臥
し
た
二
大
鉄
道
（
シ
カ
ゴ
・

ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
タ
ン
と
オ
ハ
イ
オ
・
ミ
ル
ウ
ォ
…
キ
ー
・
セ
ン
ト
、
選
ー
ル
）
が

支
配
の
手
を
振
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
は
忠
実
な
党
支
持
者
に
た

い
す
る
石
炭
の
無
料
配
布
か
ら
大
は
市
電
そ
の
他
公
共
的
企
業
の
認

可
権
や
水
力
・
土
地
・
森
林
資
源
の
払
下
げ
に
い
た
る
無
数
の
利
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

分
与
の
慣
行
が
、
か
よ
う
な
共
和
党
マ
シ
ン
を
支
え
て
い
た
。
贈
・

収
賄
、
汚
職
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
こ
れ
に
付
随
し
た
こ
と
は
い
う
ま

　
　
　
④

で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
全
静
的
に
多
か
れ
少
な
か
れ
強
力

な
統
綱
を
し
い
て
い
た
州
マ
シ
ン
の
典
型
的
な
姿
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
各
州
・
各
都
市
の
腐
敗
を
追
求
し
た
同
時
代
の
マ
ク
レ
イ
カ
ー
、

リ
ソ
カ
ソ
・
ス
テ
フ
エ
ン
ズ
が
「
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
だ
、
あ
の
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

敗
し
た
寡
頭
支
配
の
政
治
機
構
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
つ
ま
り
、
全
蟹
の
革
新
主
義
運
動
の
先
頭
を
切
り
、
そ
の
模
範
と

さ
れ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
は
、
決
し
て
含
衆
国
全
体
の
平
均
価
か
ら

か
け
離
れ
た
特
殊
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

合
衆
国
の
急
速
な
工
業
化
と
都
市
化
、
さ
ら
に
そ
の
政
治
的
蓑
現
で

76　（944），
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あ
．
る
ボ
ス
旦
マ
シ
ン
支
配
（
ひ
い
て
は
政
治
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
結
託
）
を
典

型
的
・
縮
図
的
に
経
験
し
た
。
た
だ
そ
の
経
験
が
短
期
に
な
さ
れ
た

だ
け
に
、
そ
れ
が
制
度
と
人
心
に
及
ぼ
し
た
衝
撃
は
よ
り
激
烈
で
あ

り
、
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
展
開
に
た
い
す
る
制
度
的
政
策
的

ロ対
応
の
問
題
が
強
く
人
々
の
心
を
捉
え
、
ま
た
ひ
ろ
く
、
十
九
世
紀

的
愈
峨
村
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
｛
三
度
の
イ
ソ
ダ
ス
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
段

階
で
い
か
に
機
熊
し
う
る
か
、
と
い
う
全
国
的
問
題
が
よ
り
き
び
し

く
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
．
る
。

①
蜀
諺
。
。
巴
¢
賭
》
δ
鴇
累
三
つ
、
○
。
・
ぎ
毎
℃
8
σ
q
窓
。
・
。
・
プ
．
。
℃
o
馨
8
自
。
（
竃
学

　
〇
三
α
Q
碧
副
Q
り
語
手
α
乱
♂
．
塾
憶
目
窃
ρ
回
⑩
㎝
O
）
唱
や
悼
8
一
節
①
一
も

②
　
麟
δ
げ
○
ユ
o
a
Q
Q
環
象
ω
餓
。
。
Q
o
隔
夢
o
q
唱
言
（
一
ω
3
符
⑳
（
一
〇
①
一
）
冒
や
メ

　
無
い
⊃
“
一
二
男
O
び
¢
掃
け
Q
Q
■
》
夙
9
拷
づ
δ
躍
噛
び
㊤
．
司
○
跡
①
簿
（
W
2
嗣
（
一
け
プ
O
涛
営
O
O
h

　
げ
び
。
℃
8
σ
q
重
器
プ
・
塁
ぎ
タ
図
冴
o
o
口
ω
営
（
竃
p
色
一
。
。
o
P
目
霧
①
）
や
メ
な

　
お
都
窪
は
入
欝
二
、
五
〇
〇
以
上
を
も
っ
て
算
定
し
て
い
る
。

③
H
ぼ
ρ
娼
ワ
評
。
。
．

④
　
た
だ
し
、
　
一
八
九
〇
年
に
は
、
マ
ッ
キ
／
リ
ー
関
税
と
、
教
…
区
小
学
狡

　
で
英
諮
の
使
用
を
強
制
し
た
バ
ー
ネ
ヅ
ト
法
の
た
め
典
和
党
は
敗
れ
、
民

　
主
党
が
｛
石
州
の
政
権
を
縢
一
つ
た
。
6
づ
⑦
躍
①
ρ
ρ
紅
鶴
閃
。
㌶
ピ
ρ
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一
〇
暮
ρ

　
男
○
げ
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・
．
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①
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）
娼
℃
』
o
μ
8
。
。
凸
目
9
し
た
が
っ
て
ま

　
た
民
主
党
マ
シ
ン
も
存
在
し
た
が
、
、
・
・
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
を
ゆ
心
に
地
方
葡

　
に
熱
図
葉
を
も
つ
の
み
で
全
州
的
な
権
力
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
、
ま
た
、

　
そ
の
性
格
も
鉄
道
爾
猟
問
弁
護
士
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
F
・
．
ヴ
ィ
ラ
ス
を
ボ
ス
に

　
い
た
だ
く
保
守
酌
な
も
の
で
、
焦
ハ
和
党
マ
シ
ン
と
岡
様
の
腐
敗
を
み
せ
て

　
い
た
。
目
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穿
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○
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ρ
卜
⊃
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℃
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瓢
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内
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①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
）
箪
）
・
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瞬
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鉱
ρ
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霧
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男
。
げ
。
辞
諸
．
U
ρ
燭
○
出
。
簿
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梓
○
瓢
。
σ
q
冠
甲

　
℃
甥
）
．
”
〉
℃
o
誘
○
⇔
匙
瓢
餌
p
①
¢
ノ
・
o
O
臨
℃
o
に
怠
。
巴
醤
蝦
喝
①
ユ
曾
μ
o
霧
（
徴
㌣

　
象
臆
9
〆
回
曾
ω
）
℃
や
鴇
己
鴛
乙
℃
霧
。
。
ぎ
ピ

⑥
　
そ
の
…
例
に
民
主
党
が
政
権
を
得
た
　
八
九
一
年
の
裁
判
で
暴
露
さ
れ

　
た
州
収
入
役
の
汚
職
が
あ
る
。
こ
と
ご
と
く
共
和
党
員
の
彼
ら
は
二
十
年

　
闘
に
わ
た
っ
て
、
州
の
公
金
を
平
銀
餐
に
貸
付
け
、
そ
の
利
息
を
わ
た
く

　
し
し
て
い
た
。
判
決
に
よ
っ
て
州
金
庫
に
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
額
は
約

　
六
（
》
万
ド
ル
、
ソ
ウ
ヤ
ー
は
焦
心
ら
の
保
証
入
と
し
て
、
そ
の
中
の
…
瓢
○
万
ド

　
ル
を
、
フ
ィ
ス
タ
…
の
父
ギ
ド
・
フ
ィ
ス
タ
ー
は
同
…
し
く
一
〇
万
ド
ル
を

　
引
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
共
和
党
の
政
権
復
帰
に
よ
り
、
約
二

　
五
万
ド
ル
が
帳
消
し
に
さ
れ
た
。
H
三
男
。
頃
。
ヰ
ρ
箆
9
0
露
。
σ
Q
H
9
℃
プ
ざ
唱
喝
．

　
回
ω
Φ
一
一
膳
封
回
o
Q
O
O
一
ご
づ
巴
ざ
ρ
9
昌
鳥
男
。
㌶
び
斜
屑
○
嵩
。
算
P
o
℃
．
9
f
＜
o
げ

　
H
や
Φ
9

⑦
ス
テ
フ
ユ
ン
ズ
は
以
下
の
よ
う
に
形
容
し
て
い
る
。
「
そ
れ
（
8
び
①
ω
縛

　
馨
①
臼
）
は
「
．
人
磯
の
済
民
に
よ
る
八
段
の
た
め
の
政
府
』
に
か
わ
っ
て
含

　
衆
国
に
発
達
し
つ
エ
あ
る
実
際
の
政
府
で
あ
る
。
月
甥
O
Q
D
｝
、
ω
冨
諺
と
は
再
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編
成
さ
れ
た
園
家
の
政
治
的
・
金
融
酌
綴
力
翻
織
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
賄
路
を
求
め
る
両
党
の
指
導
酌
政
治
家
が
、
上
之
を

追
求
め
難
蕗
と
汚
職
に
た
い
す
る
「
糖
神
的
』
支
持
を
も
っ
て
そ
の
代
償

を
支
払
う
指
導
的
企
業
の
利
益
の
た
め
に
、
政
治
を
運
営
す
る
も
の
で
あ

る
。
」
Q
Q
ぎ
七
三
、
8
9
望
箋
σ
Q
σ
Q
一
〇
暁
霞
ω
9
鴎
－
O
o
ぎ
毒
ヨ
8
汁
曝
℃
．
お
■

三
　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
登
場

　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
お
い
て
、
　
一
九
〇
〇
年
の
州
知
事
選
挙
ま
で
、

政
治
変
動
の
兆
候
は
一
晃
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
七
〇
年
代
に
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ア
ヨ
か
す
ズ

リ
の
グ
レ
ソ
ジ
ア
ー
運
動
の
｛
紬
揚
を
み
た
と
は
い
え
、
以
後
の
農
民

ロ
ア
ラ
イ
ア
ソ
ス

同
　
　
三
一
人
民
党
運
動
は
ほ
と
ん
ど
盛
り
上
ら
ず
、
九
二
年
の
人

民
党
餌
帰
は
わ
ぶ
9
か
一
万
臓
が
　
（
総
投
粟
数
の
二
・
七
％
）
、
　
九
ふ
隔
年
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

プ
ア
イ
ア
ソ
も
約
一
〇
万
票
の
大
差
で
敗
れ
て
い
た
。
共
和
党
マ
シ

ン
の
支
配
は
安
泰
で
あ
る
か
に
見
え
た
。

　
し
か
し
、
底
流
に
お
い
て
変
化
は
す
で
に
始
っ
て
い
た
。
ラ
フ
ォ

レ
ッ
ト
の
台
頭
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
八
八
0
年
デ
ー
ソ
郡
地
方
検
事

に
当
選
し
て
以
来
、
彼
は
三
期
に
わ
た
っ
て
連
邦
下
院
議
員
に
当
．
蒸

し
、
九
二
年
以
降
は
直
接
に
党
マ
シ
ン
の
統
鯛
に
挑
戦
す
る
に
い
た

っ
た
。
九
六
、
九
八
年
に
は
自
ら
知
事
候
捕
に
出
馬
し
、
指
名
大
会

で
敗
れ
ば
し
た
が
、
す
で
に
農
民
、
小
企
業
家
、
ウ
．
，
ス
コ
ン
シ
ン

大
学
卒
業
生
、
ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
攣
縮
驚
な
ど
か
ら
な
る
有
力
な

選
挙
母
体
を
つ
く
り
あ
げ
、
改
革
派
機
関
誌
と
し
て
「
ス
テ
イ
｝
」

を
発
行
し
、
共
和
党
内
の
無
視
で
き
な
い
一
勢
力
を
築
き
あ
．
げ
る
に

い
た
っ
た
。
そ
の
力
は
、
九
八
年
の
党
大
会
で
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
の

要
求
し
た
改
革
的
網
領
が
ほ
と
ん
ど
全
彌
的
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に

　
　
　
　
◎

も
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
二
つ
な
う
フ
ナ
レ
ヅ
ト
の
運
動
は
一
鷺
縛
し
て
一
及
ボ
ス
・
反
特

権
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
E
・
W
・
キ
ー
ズ
の
指
承
に
叛
い
て

当
選
し
た
｝
八
八
○
年
以
来
、
三
度
の
下
院
議
員
選
挙
は
す
べ
て
党

マ
シ
ン
の
意
向
を
無
視
し
、
直
接
に
民
衆
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
闘
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
運
動
の
鐵
標
は
、
共
和
党

の
指
導
権
を
ボ
ス
政
治
家
の
手
か
ら
も
ぎ
と
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
加
え
て
、
下
院
議
員
と
し
て
の
主
要
な
業
積
は
、
特
権
的

ビ
ジ
ネ
ス
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
開
題
委
．
員
会
に
所

記
し
て
彼
が
阻
止
し
た
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
の
材
木
払
下
げ
法

案
は
、
ボ
ス
・
ソ
ウ
ヤ
ー
の
指
令
の
も
と
に
す
で
に
上
院
を
通
過
し

た
明
白
な
利
権
法
案
で
あ
っ
た
し
、
シ
カ
ゴ
・
ミ
ル
ウ
ォ
…
キ
i
・

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
鉄
道
と
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ソ
鉄
道
に
ダ
コ
タ
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
保
留
地
を
開
放
す
る
法
案
に
、
厳
し
い
修
正
条
件
を
附
し
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て
そ
の
利
権
的
性
格
を
鋤
噛
し
た
時
に
は
、
党
マ
シ
ン
の
憤
激
は
極

　
　
　
　
③

点
に
達
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、

一
九
〇
〇
年
の
共
和
党
大
会
が
激
烈
な
マ
シ
ン
対
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派

の
闘
争
の
場
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

事
実
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
〇
年
二
月
、
共
和
党
領
袖
が
州
傭
事
候
鋪
…
者
の
選
定
に
は

い
っ
た
と
き
、
下
馬
評
に
の
ぼ
っ
た
五
名
の
候
補
者
は
い
ず
れ
も
決

定
的
な
人
気
を
も
た
な
か
っ
た
。
他
方
、
い
ち
早
く
活
動
を
は
じ
め

て
い
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
は
、
彼
の
化
駕
名
に
断
平
反
対
し
て
い
た
大

ボ
ス
・
ソ
ゥ
ヤ
；
の
死
亡
に
助
け
を
得
て
、
党
マ
シ
ン
と
の
休
戦
工

作
に
の
り
出
し
た
。
ま
ず
マ
シ
ン
の
巨
頭
の
一
人
ス
テ
ィ
ヴ
ソ
ソ
ソ

が
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
に
加
わ
っ
て
選
挙
資
金
の
懸
念
が
解
消
し
、
つ

い
で
、
近
年
マ
シ
ン
内
で
と
み
に
勢
力
を
増
し
て
き
た
下
院
議
員
J
・

W
・
バ
ブ
コ
ッ
ク
と
」
・
」
・
エ
ヅ
シ
ュ
が
参
加
し
、
さ
ら
に
ラ
フ

ォ
レ
ッ
ト
は
一
都
の
有
力
資
本
家
と
の
了
解
を
も
と
り
つ
け
た
。
こ

う
し
て
五
月
中
旬
、
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
が
公
式
に
繊
馬
の
意
志
を
表
明

し
た
時
、
す
で
に
彼
の
人
気
は
諸
候
補
者
中
最
高
の
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
新
…
聞
論
調
も
圧
倒
的
に
彼
に
好
意
的
と
な
り
、
か
つ
て
敵
対

的
で
あ
っ
た
保
守
系
の
新
聞
で
す
ら
、
　
「
オ
リ
ー
ヴ
の
枝
が
党
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

紛
を
鎮
め
る
」
と
し
て
彼
を
歓
迎
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
こ
に
一
九

〇
〇
年
選
挙
の
い
わ
ゆ
る
「
ハ
；
モ
ニ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
基

調
が
決
定
す
る
。
も
ち
ろ
ん
両
派
の
相
互
の
疑
念
・
不
信
が
完
全
に

解
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
く
に
前
知
事
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
コ
フ

ィ
ー
ル
ド
は
激
し
い
敵
対
感
情
を
表
諒
し
て
い
た
が
、
こ
の
墓
調
は

揺
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
八
月
八
日
の
共
和
党
州
知
事
候
補
者
指
名

大
会
の
前
に
は
、
す
べ
て
の
対
立
候
締
が
幽
馬
の
意
志
を
取
り
消
し

た
。
　
大
・
会
中
、
　
反
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
感
情
は
皆
蕪
｛
で
あ
り
、
　
彼
は
弛
川
和

党
内
改
革
派
分
派
の
候
補
者
と
し
て
で
な
く
、
保
守
派
マ
シ
ン
を
も

含
め
た
挙
党
一
致
の
候
補
と
し
て
指
名
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
九
月
九
日
に
は
じ
ま
る
選
挙
戦
で
も
こ
の
基
調
は
変
ら
な
か
っ
た
。

民
主
党
は
嶺
初
か
ら
敗
北
を
予
想
し
て
い
た
。
共
和
党
側
に
は
副
大

統
領
候
輔
…
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
上
院
議
門
貝
ス
プ
…
ナ
！
が
来
援
し
、

大
統
領
選
挙
戦
と
完
全
に
合
体
し
た
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

「
マ
ッ
ク
と
テ
デ
ィ
と
ボ
ブ
」
の
選
挙
戦
は
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め

た
。
　
州
に
お
け
と
ゆ
マ
ッ
キ
ソ
レ
ー
の
得
聴
軍
は
九
み
ハ
年
を
し
ム
廻
り
、
　
ラ

フ
ォ
レ
ッ
ト
は
一
〇
万
票
の
大
差
を
つ
け
て
、
五
趣
を
除
く
全
郡
で

　
　
　
　
　
　
④

民
主
党
を
破
、
つ
た
。
そ
れ
は
う
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
個
人
的
勝
利
で
も
、
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ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
政
治
革
命
を
告
げ
る
勝
利
で
も
な
く
、
典
型
約

な
共
和
党
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
年
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
改
革
を
断
念
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

綱
領
は
、
彼
の
マ
シ
ン
と
の
休
戦
を
反
映
し
て
、
前
知
事
ス
コ
フ
ィ

ー
ル
ド
の
施
政
を
「
清
浄
、
有
能
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
偏
と
称
讃
し

て
は
い
た
が
、
そ
の
主
要
条
項
に
お
い
て
は
、
直
接
予
選
制
、
平
等
・

公
正
な
法
人
税
、
無
料
鉄
道
パ
ス
お
よ
び
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
禁
止
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

強
化
、
さ
ら
に
一
般
的
な
独
占
規
制
を
掲
げ
て
お
り
、
明
ら
か
に
、

反
ボ
ス
・
反
特
権
の
年
来
の
立
場
を
変
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も

彼
が
こ
の
選
挙
で
と
く
に
強
調
し
た
イ
シ
ュ
ー
は
、
不
当
に
低
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
　
カ
　
　
ス

た
鉄
道
税
の
改
訂
と
、
党
役
員
会
－
指
名
大
会
を
通
じ
て
の
候
補

者
の
指
名
を
有
権
者
の
直
接
投
票
に
よ
る
指
名
に
改
革
す
る
直
接
予

　
　
　
　
⑤

選
制
で
あ
り
、
と
も
に
ス
テ
フ
ェ
ソ
ズ
の
い
う
「
シ
ス
テ
ム
し
へ
の

直
接
の
挑
戦
を
意
味
し
た
。

　
こ
こ
に
問
題
は
明
ら
か
と
な
る
。
反
ボ
ス
・
反
特
権
の
政
綱
を
掲

げ
、
し
か
も
そ
れ
を
支
え
る
に
充
分
の
政
歴
を
も
つ
う
フ
ォ
レ
ッ
ト

が
、
な
ぜ
特
権
と
ボ
ス
の
党
で
あ
る
共
和
党
の
挙
党
一
致
の
候
補
者

と
な
り
え
た
か
。
明
確
な
革
新
主
義
’
者
を
立
て
て
の
「
ハ
ー
モ
ニ

ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
薮
ぜ
可
能
で
あ
っ
た
か
。

　
鰍
隅
つ
か
の
理
－
田
一
か
あ
ば
り
き
り
れ
ゾ
○
。
　
ラ
フ
ォ
レ
　
ッ
　
ト
一
脈
持
の
増
大

－
一
し
た
が
っ
て
腐
敗
政
治
と
大
企
業
の
横
暴
に
反
対
す
る
世
論
の

醸
成
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
世
論
を
無
視
し
得
な
く
な
っ
た
マ
シ
ン
の

状
況
、
党
マ
シ
ン
と
の
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
の
休
戦
工
作
の
成
功
、
ラ

フ
ォ
レ
ッ
ト
の
掲
げ
た
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
明
確
さ
と
合
理
性
、
な

　
　
　
　
　
　
④

ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
後
で
、
見
逃
せ

な
い
事
態
の
展
開
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
党
マ
シ
ン
の
世
代
交
替
と

そ
れ
に
伴
う
マ
シ
ン
再
編
成
の
動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の

契
機
は
一
九
〇
〇
年
三
月
の
ボ
ス
・
ソ
ゥ
ヤ
；
の
死
亡
で
あ
っ
た
が
、

先
代
の
ボ
ス
・
キ
ー
ズ
は
す
で
に
以
前
に
州
中
央
政
界
を
去
っ
て
マ

デ
ィ
ソ
ン
の
郵
政
局
長
と
な
っ
て
お
り
、
長
老
ス
プ
ー
ナ
ー
も
、
全

国
的
に
は
知
名
で
あ
っ
た
が
、
州
マ
シ
ン
統
制
の
熱
意
を
失
い
、
一

九
〇
〇
年
を
も
っ
て
上
院
議
員
の
席
を
去
ろ
う
と
し
て
い
た
。
党
の

州
中
央
委
員
会
議
長
ペ
イ
ン
は
統
率
力
を
失
い
、
そ
の
後
継
者
と
臼

さ
れ
た
フ
ィ
ス
紙
工
も
ま
た
統
監
鎗
陥
あ
刀
を
疑
平
熱
視
さ
れ
て
い
た
。
他

方
、
材
木
王
ス
テ
ィ
ヴ
ソ
ソ
ソ
は
宿
願
の
上
院
議
員
指
名
が
党
マ
シ

ン
の
与
え
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
反
マ
シ
ン
派
に
転
じ
よ

う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
新
た
に
勢
力
を
の
ば
し
て
き
た
下
院
議
員

パ
ブ
コ
ヅ
ク
と
エ
ヅ
シ
ュ
、
さ
ら
に
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
の
盗
ハ
本
家
フ
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イ
リ
ヅ
プ
が
指
導
権
を
求
め
て
マ
シ
ン
再
編
成
の
機
…
会
を
う
か
が
っ

　
　
⑦

て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
た
ん
に
浄
書
的
な
入
事
変
動
で
は
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
八
九
〇
年
代
頃
は
頑
固
な
パ
イ
オ
ニ
ア
型
の
旧

政
治
家
か
ら
、
よ
り
柔
軟
で
機
会
主
義
的
な
新
政
治
家
へ
の
交
替
期

に
当
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
旧
い
型
の
政
治
家
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
来
り
、
森
林
や
鉄
道
か
ら
独
力
で
富
を

も
ぎ
と
り
、
村
や
晦
を
自
ら
建
設
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
頑

固
な
個
人
主
義
者
で
あ
り
、
主
観
的
に
は
正
直
な
、
そ
し
て
と
く
に
、

権
力
は
当
然
富
に
付
随
す
べ
き
も
の
と
信
じ
、
ま
た
そ
う
信
じ
る
理

由
を
も
つ
人
々
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
ボ
ス
・
キ
ー
ズ
、
ソ
ウ
ヤ
！
、

　
　
　
　
　
　
⑧

ス
テ
ィ
ヴ
ソ
ソ
ソ
は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
た
。
他
方
、
新
世
代
に
属

し
た
政
治
家
は
、
す
で
に
成
立
し
た
赴
会
の
中
で
育
ち
、
相
対
立
す

る
利
害
の
世
界
に
生
き
、
羅
約
合
理
的
に
そ
れ
ら
の
利
害
の
調
整
に

嶺
一
黛
へ
き
人
々
で
あ
っ
た
。
よ
り
打
算
的
・
機
会
主
義
的
に
マ
シ
ン

再
編
成
の
渦
中
で
指
導
権
を
追
求
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
バ
ブ
コ
ッ
ク

庵
ど
は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
た
。
ス
テ
ィ
ヴ
ソ
ソ
ソ
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
　
「
私
は
政
治
の
機
態
が
（
人
々
の
）
努
力
を
鼓
舞
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
に
変
る
の
を
見
て
き
た
」
と
。

　
し
た
が
っ
て
、
実
業
界
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ソ
や
ハ
リ
マ
ン
の
世
代

に
相
当
す
る
彼
ら
は
、
世
紀
末
の
社
会
的
・
政
治
的
変
動
に
、
そ
し

て
ま
た
改
革
の
要
請
に
も
、
よ
り
柔
軟
な
姿
勢
を
と
り
得
た
の
で
は

な
い
か
。
事
実
、
す
で
に
前
知
事
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
在
任
中
に
、

若
干
の
改
革
は
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
マ
シ
ン
は
、
平
等
・
公

正
な
法
人
税
と
候
補
者
指
名
制
度
の
改
革
を
掲
げ
る
改
革
的
綱
領
を

認
容
し
、
臨
時
税
制
（
調
査
）
委
員
会
の
発
足
、
官
吏
任
矯
制
度
の

改
革
、
一
部
公
益
企
業
へ
の
付
加
税
、
選
挙
資
金
規
制
法
、
ロ
ビ
イ

ン
グ
禁
止
法
、
無
料
鉄
道
パ
ス
禁
止
法
な
ど
の
諸
改
革
が
実
現
を
み

　
　
　
　
　
　
⑩

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
企
業
と
く
に
鉄
道
の
態
度
で
あ
る
。

ま
ず
一
九
〇
〇
年
四
月
、
出
馬
出
　
明
の
特
認
に
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
を
訪

れ
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
ボ
ス
・
バ
ブ
コ
ッ
ク
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ

を
交
え
て
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
顧
問
丁
・
H
・
ヂ

ル
と
会
見
し
、
素
直
な
意
見
交
換
の
の
ち
に
、
そ
の
支
持
を
約
束
さ

せ
て
い
る
。
次
い
で
五
月
上
旬
、
彼
は
シ
カ
ゴ
・
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ

ソ
鉄
道
　
祉
長
マ
；
ヴ
ィ
ソ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
と
ム
圏
合
、
鉄
道
税
改
訂

の
方
針
を
説
明
し
た
が
、
ヒ
ュ
ー
イ
ヅ
ト
は
「
そ
れ
は
ノ
ー
ス
ウ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ス
タ
ン
に
と
っ
て
完
全
に
満
足
で
き
る
も
の
だ
篇
と
答
え
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
登
場
を
み
た
時
点
に
お

い
て
、
先
述
の
よ
う
な
㌣
シ
ソ
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
背
後
に

あ
っ
た
鉄
道
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ま
で
が
、
新
し
い
対
応
の
姿
勢
を
と
夢

は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
浮
す
の
で
な
い
か
。
マ
シ
ン
を
通
じ
て
の
政

治
的
影
響
力
の
行
使
は
、
そ
れ
に
要
す
る
過
大
の
贈
賄
、
政
治
献
金

の
ゆ
え
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
必
ず
し
も
有
利
と
の
み
い
い
え
な

い
審
態
に
い
た
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
ス
テ
フ
ェ
ソ
ズ
は
、
マ

シ
ン
政
治
か
ら
の
離
脱
を
願
う
多
く
の
実
業
家
の
苦
衷
に
其
実
の
響

き
を
見
出
し
、
実
業
界
の
非
公
式
の
一
機
関
誌
は
、
実
業
家
は
マ
シ

ン
政
治
全
体
の
完
全
な
追
放
を
歓
迎
し
て
い
る
、
と
ま
で
の
べ
た
の

　
　
⑫

で
あ
．
る
。
つ
ま
り
、
事
態
は
政
治
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
マ
シ
ン
・
シ
ス
テ

ム
の
私
的
な
場
で
な
く
、
政
府
に
よ
る
規
綱
と
い
う
公
的
な
場
で
調

整
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
段
階
に
い
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

他
方
、
州
際
通
商
委
員
会
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
、
各
州
の
都
分
的
な
規

制
立
法
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
実
質
は
と
も
か
く
、
少
く
と
も
形
式

的
・
制
度
的
に
は
、
こ
の
新
ら
し
い
対
．
応
の
道
は
す
で
に
開
か
れ
て

い
た
。
極
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
う
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
登
場
が
な
く
と
も
、

少
く
と
も
部
．
分
約
・
形
式
的
に
は
仙
蓬
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
、
工
難
張

化
と
都
市
化
に
た
い
す
る
制
度
的
対
応
阪
羅
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、

ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
の
戦
術
的
休
戦
工
作
に
支
え
ら
れ
て
、
革
新
主
義
者

と
保
守
マ
シ
ン
の
妥
協
、
　
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実

現
し
た
。

　
も
と
よ
り
、
マ
シ
ン
と
こ
れ
と
結
ぶ
大
企
業
は
、
改
革
プ
μ
グ
ラ

ム
が
具
体
的
た
立
法
化
の
段
階
に
入
り
、
自
ら
の
実
質
的
利
益
を
脅

か
す
か
に
見
え
た
時
、
猛
烈
な
反
撃
に
転
じ
た
。
一
九
〇
二
年
、
四

年
の
激
し
い
政
争
は
、
た
ん
に
改
華
か
保
守
か
で
は
な
く
、
改
革
の

実
質
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
で
は
、
革
新
派
の
勝
利
と
し
て
成
立

し
た
諸
立
法
の
実
質
は
、
い
っ
た
い
粥
を
意
味
　
し
た
の
か
。
そ
れ
は

彼
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
反
｝
、
シ
ン
．
反
独
占
）
の
線
上
で
の
成
功
（
あ

る
い
は
失
敗
）
を
の
み
意
味
し
た
の
か
。

①
ぼ
肪
ざ
江
。
a
o
ら
貯
怠
㏄
鉱
a
o
h
夢
Φ
⊆
ヨ
a
蜂
簿
霧
噌
弓
や
O
O
。
十
①
G
。
。
。
層

　
ち
な
み
に
入
幾
党
運
動
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
以
蒲
の
い
わ
ゆ
る
新
北
西
部

　
諸
州
で
強
く
旧
北
西
部
諸
州
で
は
弱
か
っ
た
。
た
と
え
ば
聖
子
に
属
す
る

　
ネ
ヅ
ラ
ス
カ
で
一
八
九
二
年
人
民
党
得
票
が
四
一
％
、
ノ
ー
ス
・
ダ
コ
タ

　
で
四
九
％
を
…
ぶ
し
た
の
に
対
し
、
後
患
で
は
各
州
と
も
翫
％
以
下
で
あ
っ

　
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
葉
部
市
場
と
の
距
離
の
差
、
鉄
道
締
出
度
の

　
相
違
、
農
業
物
恥
旧
の
多
角
化
の
差
、
嵐
土
的
条
件
　
の
相
違
な
ど
が
あ
げ
ら

　
れ
る
。
瓢
芭
内
ρ
o
℃
．
o
搾
’
筥
）
・
卜
⊃
①
。
。
響
卜
⊃
①
。
。
り
ω
。
。
メ
ま
た
、
山
岸
義
夫
「
人

　
民
w
冤
の
W
兜
雄
編
に
つ
い
て
」
　
合
．
細
群
、
獣
凹
大
野
㍗
甜
川
㎜
久
」
　
鱗
毛
八
轟
覚
、
　
警
備
九
財
η
）
　
み
∵
γ
脇
…
。

②
レ
㌶
区
～
ぎ
貫
。
℃
●
鼠
け
ご
や
一
鞭
噛
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③
じ
d
。
＝
ρ
露
鳥
団
。
蜀
ピ
p
り
．
o
濠
陣
ρ
ε
．
似
f
！
、
c
｝
。
ド
や
一
壷
■

④
竃
㌶
！
〆
・
。
炉
。
や
。
答
ご
娼
や
ゆ
ω
あ
醐
■

⑤
ピ
轡
舅
。
濠
窪
ρ
〉
纂
○
虹
。
σ
q
目
竜
ξ
閣
℃
る
ω
G
。
．

、
⑥
　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自
身
は
、
マ
シ
ン
政
治
家
の
瞥
徴
的
戦
術
持
つ
ね
に
成

　
功
可
能
な
樟
総
翻
春
を
立
て
る
こ
と
に
あ
．
り
、
対
立
候
鋪
の
打
倒
が
園
難
で

　
あ
れ
ば
こ
れ
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
麟
己
の
利
益
を
計
る
の
だ
、
と

　
の
べ
、
　
九
〔
O
年
代
の
一
…
一
度
に
わ
た
ツ
位
改
弾
単
キ
ャ
ソ
。
へ
　
ー
ン
が
人
車
の
覚
醒

　
を
う
な
が
し
、
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
派
の
勢
力
が
打
倒
不
可
能
な
玄
で
に
成
、
長

　
し
て
い
た
点
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
．
え
て
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト

　
は
渇
馴
知
事
の
響
一
蚊
お
よ
び
州
払
以
m
介
の
大
立
物
ス
ブ
ー
ナ
ー
を
称
鵜
賦
し
、
極
．

　
カ
マ
シ
ソ
寛
治
家
の
反
感
を
避
け
る
態
度
に
で
た
。
こ
の
た
め
、
噌
、
シ
ン

　
側
で
ほ
、
党
の
勝
利
の
た
め
に
強
力
な
候
織
…
蒋
を
立
て
る
必
要
に
加
え
て
、

　
彼
と
の
友
好
的
関
係
を
期
待
す
る
意
見
す
ら
現
れ
た
。
H
ぴ
図
引
》
唱
や
腺
㎝
1

　
駆
⊃
㎝
①
旧
㌶
ρ
拷
ぞ
。
｝
朗
。
や
。
詳
こ
も
や
掃
メ
ぴ
っ
O
l
卜
⊃
一
闇
卜
⊃
伊
卜
○
に
．

⑦
ス
テ
ィ
ヴ
ソ
ソ
ン
と
パ
ブ
コ
ッ
ク
は
、
と
く
に
一
八
九
九
年
、
と
も
に

　
闘
指
し
て
い
た
上
院
議
貴
指
名
が
ボ
ス
の
ソ
ウ
ヤ
ー
と
ス
プ
ー
ナ
ー
に
よ

　
っ
て
塾
否
さ
れ
、
そ
れ
が
T
・
V
・
ク
ォ
ー
ル
ズ
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

　
不
満
を
抱
い
た
。
な
お
前
路
は
多
年
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
の
ド
ル
籍
と
な
つ

　
た
が
、
　
や
は
り
上
院
議
席
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
　
一
九
（
∪

　
七
年
に
い
た
っ
て
離
反
し
、
バ
ヅ
コ
ッ
ク
に
い
た
っ
て
は
一
九
〇
一
年
に

　
早
く
も
反
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
派
に
転
じ
た
。
窮
鳴
亀
。
零
P
｝
暮
。
ぼ
。
－

　
σ
q
舜
覧
受
．
唱
℃
．
旨
O
凸
卜
⊃
Q
。
一
ソ
｛
曽
づ
．
お
＝
▼
2
）
・
9
け
ご
℃
や
一
一
》
ω
即
一
置
ム
蕊
・

⑧
典
型
的
な
パ
イ
オ
ニ
ア
的
材
木
．
正
、
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
が
革
無
派
に
転
じ

　
た
理
由
に
は
、
臨
財
記
の
螺
一
由
の
他
に
、
粥
の
出
座
獣
姻
撫
憎
鴨
炬
の
欝
久
化
に
よ
る
太
占

材
業
の
後
退
と
鉄
道
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
比
重
の
塔
大
、
し
た
が
ぞ
後
春

　
に
た
い
す
る
彼
の
反
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
　
Z
累
ρ
o
や
。
答
ご
ワ
H
リ
ド

⑩
ッ
貯
姿
δ
ダ
。
℃
．
簿
‘
℃
℃
山
㌣
罫
な
お
、
無
料
鉄
這
パ
ス
は
、
政
治

　
象
に
た
い
し
て
普
辺
的
に
ば
ら
ま
か
れ
て
い
た
典
型
的
な
贈
賄
七
号
の
一

　
つ
で
あ
り
、
乗
客
用
の
み
な
ら
ず
貨
物
摺
の
パ
ス
も
誓
い
ら
れ
．
て
い
た
。

　
い
9
男
。
目
。
窪
ρ
〉
葺
け
。
蕗
○
σ
q
罵
9
℃
財
ざ
勺
ワ
b
⊃
回
H
I
卜
⊃
｝
メ

⑪
　
び
9
団
〇
二
⑦
茸
ρ
》
爆
け
〇
三
〇
σ
q
村
ρ
℃
プ
ざ
づ
喝
．
緊
⊃
ω
O
一
ゆ
ω
ご
b
ゴ
。
嬬
¢
ρ
黛
数

　
男
。
夢
ピ
ρ
閏
。
＝
o
算
ρ
○
や
。
器
ご
や
ド
ω
O
”
諸
欝
〆
づ
、
o
｝
ど
。
℃
．
o
淳
二
娼
や

　
H
圃
弧
。
。
．

⑫
G
o
け
亀
。
遷
智
ン
簿
。
瓢
。
σ
q
養
℃
一
ヴ
、
”
℃
．
㎝
認
…
窯
畷
ρ
o
ワ
葺
け
‘
℃
や
ト
σ
①
1

　
ト
っ
メ
た
と
え
ば
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
ラ
ク
ロ
ス
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
鉄

　
道
は
、
七
〇
年
代
に
、
知
事
、
州
議
員
そ
の
他
に
年
無
訂
八
七
二
、
O
O

　
〔
O
ヂ
ル
を
贈
っ
て
い
た
。

四
改
革
の
案
体

〔…

t
マ
シ
ン
政
治
の
改
軸
単

　
マ
シ
ン
政
治
の
打
倒
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
ヲ
フ
ォ
レ
ッ
ト

の
当
初
か
ら
の
改
革
照
標
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
階
級
約
な
い
し
イ

デ
オ
μ
ギ
；
的
政
党
構
造
を
も
た
な
い
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
マ

シ
ン
と
の
闘
い
が
、
特
権
対
人
疑
の
、
寡
頭
一
対
民
主
政
の
対
決
を

意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ス
コ
ソ
シ
ソ
に
澄
け
る
こ
の
闘
い

は
、
一
九
〇
一
年
一
月
、
州
議
会
に
提
出
さ
れ
た
ス
テ
ヴ
ィ
ン
ス
法
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案
を
も
つ
て
開
始
さ
恥
た
。
そ
れ
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
州
の

全
公
職
に
つ
い
て
、
直
接
・
秘
蜜
投
票
に
よ
る
予
備
選
挙
を
規
定
し

た
包
括
的
な
法
案
で
あ
り
、
マ
シ
ン
に
よ
る
事
実
上
の
候
補
者
選
定

の
二
度
を
一
挙
に
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に

は
、
こ
の
法
案
は
一
九
〇
三
年
の
議
会
を
、
レ
フ
ェ
レ
ソ
ダ
ム
に
よ

る
採
否
確
定
と
い
う
留
保
条
件
を
付
し
て
通
過
し
、
翌
〇
四
年
の
選

挙
で
正
式
に
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
成
立
に
い
た
る
そ
の
過
程

に
お
い
て
は
、
保
守
派
の
猛
烈
な
抵
抗
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
・

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
案
の
提
出
と
同
時
に
、
旧
政
治
家
の
ほ
と
ん

ど
が
こ
れ
に
反
紺
し
、
鉄
道
イ
ン
タ
レ
ス
ト
と
合
体
し
て
、
保
守
派

マ
シ
ン
の
再
編
成
が
進
展
し
た
。
彼
ら
は
、
州
最
大
の
1
3
刊
紙
セ
ン

チ
ネ
ル
を
買
取
っ
て
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
を
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
、
独
裁
者
篇

と
政
併
し
、
州
議
会
で
は
、
実
験
約
・
断
片
的
な
予
選
制
を
規
定
し

た
バ
ー
ー
ゲ
マ
イ
ス
タ
ー
法
案
を
、
ス
樋
ア
ヴ
ィ
ン
ス
法
案
に
↑
か
・
ん
て
可

決
し
、
こ
れ
が
知
事
の
拒
否
に
あ
う
と
、
彼
を
「
上
院
侮
辱
レ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
非
難
す
る
決
議
を
な
し
た
。
一
九
〇
二
年
に
は
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト

の
再
選
を
は
ば
む
た
め
の
「
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
共
和
主
義
連
盟
」
の

結
成
を
み
、
〇
四
年
の
選
挙
は
、
革
新
派
対
マ
シ
ン
の
決
定
的
闘
争

の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
接
予
選
禰
実
現
の
過
程
は
、

明
わ
か
に
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
派
の
勝
利
の
過
程
と
衰
勢
一
体
を
な
す
。

そ
し
て
、
こ
の
勝
利
の
理
由
を
た
ず
ね
る
と
き
、
　
畔
、
シ
ソ
・
シ
ス
テ

ム
の
打
倒
と
い
う
問
題
と
直
接
に
交
錯
す
る
改
革
派
マ
シ
ン
の
存
在

が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
九
〇
年
代
、
三
度
に
わ
た
る

反
マ
シ
ン
闘
争
に
…
敗
れ
、
　
一
九
〇
〇
年
の
選
挙
を
マ
シ
ン
と
の
休
戦

に
よ
っ
て
よ
、
つ
や
く
乗
り
切
っ
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
、
〇
二
、
〇
四

年
の
マ
シ
ン
と
の
決
定
的
闘
い
に
勝
利
を
収
め
た
理
由
は
、
一
般
民

衆
の
支
持
を
考
慮
に
い
れ
る
に
せ
よ
、
彼
の
知
事
就
任
後
、
急
速
に

強
化
さ
れ
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
・
マ
シ
ン
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
は
考

え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
〇
四
年
現
在
、
二
、
三
の
改
革
立

法
は
成
立
を
み
て
い
た
も
の
の
、
い
ま
だ
筏
衆
を
納
得
せ
し
め
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

十
分
な
実
質
的
成
果
を
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
・

　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
・
マ
シ
ン
は
一
九
〇
一
年
か
ら
〇
四
年
－
の
間
　
に
発

達
を
み
、
〇
四
年
の
選
挙
で
決
定
的
に
保
守
派
り
、
シ
ソ
を
破
り
、
以

後
十
二
年
間
に
わ
た
る
革
新
派
政
府
の
存
続
を
珂
能
に
し
た
。
そ
の

構
成
要
素
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
反
鉄
道
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

争
の
闘
士
A
・
R
・
ホ
ー
ル
に
卒
い
ら
れ
た
旧
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
勢
力
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

母
校
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
関
係
者
、
N
・
p
．
ホ
ー
ゲ
ソ
と
J
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

0
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ソ
ソ
に
卒
い
ら
れ
た
ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
系
移
民
、
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アメリカ輩新主義運動の成果（；．幽邸）

元
知
事
で
州
の
酪
農
農
罠
協
会
会
長
W
・
レ
・
ボ
ー
ド
に
吝
い
ら
れ

　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
⑧

た
酪
農
農
繁
お
よ
び
散
在
的
な
ド
イ
ツ
系
移
民
と
労
働
者
、
が
そ
れ

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
む
し
ろ
雑
多
な
構
成
要
素
は
、
き

わ
め
て
活
機
な
組
織
者
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て
ま
と
め
あ
．
げ
ら
れ

て
い
た
。
彼
は
厳
格
な
規
律
と
完
全
な
忠
誠
を
要
求
し
た
。
味
方
に

対
し
て
惜
し
み
・
な
い
支
持
を
与
え
た
が
、
敵
に
対
し
て
苛
酷
な
ま
で

に
攻
撃
的
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
は
、
間
題
を
つ
ね
に
も
っ
と
も
単

純
な
要
素
に
還
元
し
、
白
か
黒
か
の
二
者
択
で
的
に
選
沢
を
迫
っ
た
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ス
ぷ
　
ツ
ト

保
守
派
は
履
々
彼
を
「
専
使
下
主
」
と
非
難
し
、
そ
の
一
人
は
、
彼

が
「
塗
油
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
、
聖
約
の
箱
船
の
持
主
で
あ
る
か

の
よ
う
に
振
舞
い
」
、
　
あ
ら
か
じ
め
彼
の
賛
同
を
得
て
い
な
い
意
見

を
発
表
し
た
人
物
は
、
す
べ
て
「
腐
敗
し
た
暁
闇
、
…
…
腐
敗
し
た

会
社
の
手
先
き
」
と
み
な
さ
れ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
う
た
が
い
も

な
く
彼
は
強
力
な
指
導
力
を
も
っ
た
「
改
革
ボ
ス
」
で
あ
り
、
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
旧
来
の
マ
シ
ン
政
治
家
に
劣
ら
ぬ
抜
け
回
の
な
い
ボ
ス
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
改
廿
碓
の
理
翻
想
の
み
を
も
っ
て
闘
重
っ
た

の
で
は
な
い
。
　
「
ア
ン
ク
ル
・
ア
イ
ク
」
こ
と
材
木
王
ス
テ
ィ
ヴ
ン

ソ
ン
が
豊
か
な
財
政
的
支
持
を
な
し
て
い
た
。
　
一
九
〇
一
年
、
日
刊

紙
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
・
フ
リ
ー
・
プ
レ
ス
を
お
こ
し
て
、
保
守
派
の

セ
ン
チ
ネ
ル
と
闘
う
武
器
を
与
え
て
以
来
、
彼
は
革
新
派
の
選
挙
費
、

用
の
大
半
を
ま
か
な
っ
た
。
膨
大
な
部
数
の
選
挙
用
交
書
の
配
布
と

ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
選
挙
の
特
徴
で
あ
っ
た
有
権
者
の
完
全
動
貴
は
、
彼

の
財
政
的
支
持
を
も
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
彼
は
革
新
派

の
た
め
に
五
〇
万
ド
ル
を
使
っ
た
と
見
積
り
、
　
フ
貝
洋
な
し
に
は
、

こ
の
功
業
の
歴
史
は
空
白
の
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と

誇
っ
て
い
る
が
、
そ
の
貢
献
は
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
も
十
分
に
認
め
る
と

　
　
　
　
　
⑩

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ト
ロ
ロ
ホ
　
ぴ
ソ

　
そ
し
て
マ
シ
ン
の
最
大
の
武
器
－
任
命
権
の
濫
用
一
に
つ
い

て
も
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
・
ガ
、
シ
ソ
は
保
守
派
マ
シ
ン
と
変
る
と
こ
ろ

は
な
か
っ
た
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自
身
、
そ
の
使
用
を
非
難
し
つ
つ
も
、

「
任
命
の
場
合
に
は
い
つ
も
革
新
主
義
運
動
の
支
持
者
を
任
命
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
わ
れ
わ
れ
の
選
挙
運
動
の
た
め
に
で
き
る
限
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
を
な
し
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
重
要
な
公
職
に

つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
下
級
の
専
従
運
動
貝
の
確
保
の
た
め
に

利
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
の
任
命
職
に
は
、
書

記
、
灯
油
監
督
官
、
工
場
瞭
督
官
な
ど
が
あ
り
、
　
一
時
的
な
ス
テ
イ

ト
・
フ
ェ
ア
の
警
備
員
や
切
符
販
売
員
の
任
命
で
す
ら
、
こ
の
目
的
の

た
め
に
留
保
さ
れ
た
。
と
く
に
濫
用
さ
れ
た
任
命
鰹
は
狩
猟
監
視
員
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の
そ
れ
で
あ
る
。
彼
・
り
は
鷺
挙
時
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、

サ
ン
プ
ル
票
の
配
布
、
有
権
老
の
訪
問
、
投
票
の
か
り
出
し
、
さ
ら

に
は
投
票
，
所
へ
の
乗
物
の
提
供
さ
え
行
っ
た
。
鐵
常
活
動
に
お
い
て

も
、
彼
ら
は
「
州
を
う
ろ
つ
き
廻
り
…
…
次
の
指
名
大
会
で
ラ
フ
ォ

レ
ッ
ト
に
投
票
す
る
人
々
を
狩
り
た
て
て
お
り
」
、
　
彼
ら
の
求
め
て

　
　
　
　
　
ゲ
　
ム

い
る
よ
う
な
狩
猟
に
つ
い
て
は
「
禁
猟
期
を
設
け
る
べ
き
だ
」
と
の

非
門
難
が
な
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
　
雁
傭
…
に
｝
災
し
た
費
用
は
ラ
フ
ォ
レ

ッ
ト
の
在
任
中
に
三
倍
以
上
に
増
加
し
、
ま
た
以
前
計
上
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
灯
油
監
督
嘗
の
雇
傭
費
は
一
九
〇
四
年
に
二
万
ド
ル
（
八

二
名
）
に
達
し
た
。
　
そ
し
て
、
後
年
、
革
新
派
の
著
名
な
議
員
J
・

M
・
ネ
ル
ソ
ン
は
、
革
新
主
義
者
は
投
票
獲
得
の
た
め
に
見
出
し
え

た
あ
ら
ゆ
る
人
出
と
手
段
を
利
用
し
た
が
、
そ
れ
は
「
ま
さ
に
長
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

派
が
な
し
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
っ
た
」
と
圓
篤
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自
身
高
度
に
有
能
な
ボ
ス
で

あ
り
、
そ
の
政
治
組
織
は
保
守
派
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
能
率
酌
な
マ

シ
ン
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
ス
テ
フ
ェ
ソ
ズ
の
い
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
、
瓢
箪
の
た
め
の
マ
シ
ン
で
あ
り
、
特
権
約
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
結
託

は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
点
で
政
治
つ
、
シ
ン
）
と
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
腐
敗

し
た
結
合
を
除
去
す
る
と
い
う
革
新
主
義
運
動
の
大
回
的
は
貫
徹
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
わ
、
マ
シ
ン
政
治
・
ボ
ス
イ
ズ
ム
自
体
も

ま
た
革
新
主
義
運
動
の
攻
撃
臼
標
で
あ
っ
た
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自
身
、

「
直
接
民
衆
夢
も
と
に
赴
く
な
ら
ば
、
バ
ト
群
ネ
イ
ジ
の
必
要
は
な

い
。
ま
し
て
か
つ
て
の
政
治
組
織
の
お
お
か
た
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
り
“
な
複
雑
ふ
な
組
織
は
必
要
で
議
献
い
」
と
の
べ
て
い
訊
κ
よ
・
り
に
、
　
マ
シ

ン
は
人
民
の
意
志
の
直
接
的
網
羅
を
阻
止
す
る
寡
頭
支
配
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
革
新
主
義
の
政
治
理
念
は
、
・
公
的
諸
問

題
に
た
い
す
る
全
個
人
の
参
加
と
そ
れ
へ
の
貰
任
と
い
う
プ
μ
テ
ス

タ
ン
ト
政
治
倫
理
に
由
来
し
、
究
極
的
に
は
マ
シ
ン
な
い
し
政
治
組

織
の
解
消
を
め
ざ
す
直
接
人
驚
政
治
を
一
画
に
お
い
て
理
想
と
し
て

　
　
　
　
　
　
⑭

い
た
か
ら
．
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
捻
る
と
き
、
改
革
派
マ
シ
ン
・
ボ

ス
と
し
て
の
う
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
成
功
自
体
が
彼
の
コ
ー
ズ
の
敗
北
を

音ゆ

｡
し
、
そ
の
コ
ー
ズ
へ
の
北
謄
反
の
ゆ
・
え
に
改
輩
－
に
成
効
〃
し
た
と
い

う
矛
盾
が
現
れ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
シ
ン
と
そ
れ
を
打
破

す
る
は
ず
の
直
接
斑
主
綱
実
現
の
た
め
の
改
革
の
意
味
を
あ
ら
た
め

て
問
う
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

　
一
給
養
、
ボ
ス
暮
マ
シ
ン
・
シ
ス
テ
ム
は
一
一
つ
の
黒
山
猛
根
拠
を
竜
つ
。

一
つ
に
は
そ
れ
は
、
大
衆
民
主
主
義
絃
会
に
お
け
る
政
治
専
門
家
の

掲
現
を
意
味
す
る
。
権
力
集
中
に
た
い
す
る
恐
れ
か
ら
つ
く
ら
れ
允
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アメリカ革鷲主磯運動の戒果（志郁）

こ
み
い
っ
た
政
治
制
度
は
、
と
く
に
酉
都
に
お
い
て
特
徴
的
な
発
達

を
み
、
三
権
分
立
を
は
じ
め
頻
繁
に
繰
返
さ
れ
る
選
挙
、
詳
細
・
複

雑
な
憲
法
の
規
定
な
ど
、
そ
の
下
で
の
一
般
人
の
政
治
参
与
は
あ
ま

り
に
も
負
担
の
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ボ
ス
は
こ
の
よ
う
な
政

治
行
為
を
一
般
市
民
に
代
っ
て
行
う
専
門
の
政
治
業
者
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ま
た
と
く
に
十
九
世
紀
末
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
複
雑
化
・
多

様
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
要
求
を
も
つ
数
多
く
の
有
権
者
集
照
を

成
立
せ
し
め
た
。
諸
移
毘
グ
ル
ー
プ
・
労
働
者
ク
ラ
ス
は
そ
の
代
表

で
あ
り
、
実
業
界
に
お
い
て
す
ら
、
企
業
規
模
、
地
域
、
業
種
に
よ

る
多
く
の
利
益
集
団
の
成
立
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
に
ボ
ス
の
仕
事
に

は
、
　
こ
の
よ
う
な
諸
集
団
の
錯
研
劃
し
た
要
求
を
颯
野
恕
し
て
政
治
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
ま
と
め
あ
げ
る
作
業
が
加
わ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
の

分
裂
を
阻
止
し
、
政
治
そ
り
も
の
の
機
能
を
維
持
す
る
仕
事
は
、
き

わ
め
て
有
能
な
（
し
ば
し
ば
改
革
者
よ
り
も
有
能
な
）
ボ
ス
と
、
そ
れ
を

支
え
る
能
率
的
な
組
織
、
マ
シ
ン
を
育
て
た
。
第
二
の
重
要
な
契
機

は
、
社
会
の
工
柔
化
・
都
衛
化
に
た
い
す
る
政
治
制
度
的
対
応
の
遅

れ
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
い
わ
ず
も
が
な
、
東
都
に
比
し
て
さ
え
、

い
ち
じ
る
し
く
都
市
的
伝
統
の
少
い
西
部
が
、
急
激
な
工
業
化
・
都

市
化
の
過
程
で
、
そ
れ
を
処
理
す
べ
き
公
的
な
政
治
制
度
を
直
ち
に

発
達
せ
し
め
え
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
，
だ
が
急
速
に
発

達
す
る
鉄
道
、
市
電
、
ガ
ス
、
水
道
、
竃
力
そ
O
他
さ
ま
ざ
ま
の
公
的

影
響
の
強
い
私
企
業
は
、
何
ら
か
の
形
で
公
的
に
処
理
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
当
る
公
約
制
度
が
存
在
し
な
い
以
上
、

ボ
ス
が
こ
れ
を
私
的
に
処
難
・
調
整
し
、
　
（
む
ろ
ん
十
分
の
報
酬
を
受

け
と
り
つ
つ
）
　
公
的
特
権
の
瀧
布
∴
君
と
し
て
、
　
政
治
機
能
進
化
の
ず

れ
を
埋
め
る
こ
と
と
な
る
。
ボ
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
連
携
は
こ
う
し

　
　
　
　
⑯

て
成
立
し
た
。

　
こ
の
よ
・
つ
に
、
ボ
ス
蓬
マ
シ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
存
在
が
、
静
弟
一
に

大
衆
社
会
に
お
け
る
民
主
政
治
の
方
法
に
か
か
わ
り
、
第
二
に
産
業

発
展
と
政
治
制
度
の
発
農
の
ず
れ
に
か
か
わ
る
と
す
れ
ば
、
一
個
の

選
挙
鋼
度
の
改
革
　
　
直
接
予
選
制
の
実
撹
　
　
は
そ
れ
・
概
体
で
は

問
題
の
本
質
的
解
決
を
意
味
し
な
い
。
事
実
、
直
接
予
選
制
そ
の
他

の
選
挙
制
度
の
改
革
に
は
、
ボ
ス
も
ま
た
こ
れ
に
適
応
し
え
た
。
の

み
な
ら
ず
予
選
制
が
選
挙
の
度
数
を
倍
加
し
、
有
権
者
掌
握
の
た
め

の
費
用
と
労
力
を
増
し
た
事
清
を
醸
4
5
慮
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
ボ
ス
ー

マ
シ
ン
が
力
を
振
い
う
る
過
程
が
増
大
す
る
と
い
う
＝
闘
を
も
見
繊

す
。
ニ
ェ
；
ジ
ャ
…
ジ
ー
の
ボ
ス
・
フ
ラ
ン
ク
・
ハ
ー
グ
が
こ
の
適

　
　
　
　
　
　
⑰

応
の
好
例
で
あ
り
、
徹
底
し
た
政
治
改
革
を
な
し
た
ウ
ィ
ス
コ
ソ
シ

87　（955）



ソ
に
お
い
て
す
ら
、
革
新
霞
目
シ
ソ
の
分
裂
は
直
ち
に
保
守
派
蛇
シ

ソ
の
復
帰
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
極
書
す
れ
ば
、
選
挙
制
度
の
改
革

は
、
た
ま
た
ま
新
勢
力
て
あ
っ
た
革
新
派
が
よ
り
有
利
に
利
用
し
え

　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
ボ
ス
を
衰
退
ぜ
し
め
る
真
の
方
法
は
、
彼
を

機
能
爽
失
の
状
態
に
お
く
こ
と
、
つ
ま
り
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
に
見
る

よ
う
な
政
府
機
能
の
大
巾
な
拡
大
に
よ
っ
て
、
彼
が
私
的
に
果
し
て

き
た
祉
会
的
。
政
治
的
機
能
を
奪
い
と
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
改
革
政
治
に
何
が
見

串
せ
る
か
。

　
注
臣
さ
れ
る
の
は
州
の
諸
改
革
を
具
体
的
に
立
案
・
推
進
し
た
税

制
委
員
会
、
鉄
道
委
員
会
そ
の
他
の
多
く
の
委
員
会
の
存
在
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
委
員
会
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
そ
の
技

術
者
的
・
専
門
家
的
性
格
が
目
を
ひ
く
。
ま
ず
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、

こ
の
よ
う
な
委
員
に
つ
い
て
、
選
挙
法
で
な
く
任
命
綱
を
主
張
し
て

い
た
が
、
そ
れ
は
、
委
員
が
「
州
の
住
人
た
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
　
渦
中
で
最
良
の
専
門
家
」
　
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
　
そ
の
よ
う

な
資
質
が
選
挙
運
動
に
必
要
な
能
力
と
両
立
せ
ず
、
ま
た
有
権
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

も
彼
ら
の
専
門
的
能
力
を
判
定
す
る
知
識
が
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

い
い
か
え
る
と
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
「
公
共
の
利
益
」
と
い
う
大
前

提
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
党
派
的
・
地
方
的
利
害
を
排
除
し
た
技
術

的
合
理
性
の
追
求
を
改
革
の
内
容
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
が

公
共
的
諸
企
業
に
た
い
す
る
規
制
の
成
功
を
自
讃
し
て
、
成
功
の
理

由
は
「
ひ
と
え
に
規
制
が
科
学
的
で
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
大
書
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
は
、
こ
の
観
点
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
高
く
評
価
し
た
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
ス
タ
ッ
フ
の
改
革
政
治
へ
の
協
力
に
よ
っ
て
竜
…
準
さ
れ

る
。
天
然
資
源
保
存
委
貴
会
ほ
か
五
つ
の
政
府
部
周
を
指
導
し
た
総

長
C
・
R
・
ヴ
岬
・
ソ
・
ハ
イ
ス
以
下
、
一
九
〇
六
年
当
時
、
四
一
人

を
越
す
現
職
の
大
学
ス
タ
ッ
フ
が
六
六
の
政
府
委
員
会
、
都
局
で
直

接
に
活
躍
し
て
い
た
。
税
制
委
畏
会
議
長
の
経
済
学
部
長
T
・
S
・

ア
ダ
ム
ズ
、
鉄
道
委
貴
会
議
長
の
同
学
部
教
導
B
・
H
・
メ
イ
ヤ
ー
、

官
吏
任
用
委
員
会
議
長
と
な
っ
た
政
治
学
際
援
サ
ミ
ェ
エ
ル
・
ス
パ

ー
リ
ン
グ
、
産
業
委
員
会
の
J
・
R
・
コ
モ
ソ
ズ
、
さ
ら
に
九
国
的

に
著
名
な
R
・
T
・
イ
リ
i
、
F
。
J
・
タ
ー
ナ
ー
、
P
・
S
。
ラ

イ
ソ
シ
ュ
、
E
・
A
・
ロ
ス
な
ど
多
か
れ
少
な
か
れ
、
州
政
府
に
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
人
々
の
名
は
大
学
各
部
の
大
半
に
わ
た
っ
た
。

彼
ら
こ
そ
は
州
の
改
訂
政
治
の
中
核
を
占
め
、
彼
ら
の
一
人
以
上
が

重
要
液
機
能
を
果
さ
な
か
っ
た
州
革
新
主
義
運
動
の
四
強
は
ほ
と
ん
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アメリカ革新主義運動の成果（志嘱1）

ど
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
竜
ち
う
ん
、
コ
モ
ソ
ズ
、
イ
リ
ー
、
μ
ス
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
圃
賢
し
た
レ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
的
世
界
観
を
脱

却
し
、
積
極
的
に
祉
会
矛
盾
の
解
決
に
と
り
組
も
う
と
し
て
い
た
新

世
代
の
学
者
に
属
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
い
た
ず
ら
に
改
革
理
念

を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
識
を
も
っ

て
、
も
っ
ぱ
ら
具
体
的
・
技
術
的
に
改
革
政
治
に
奉
仕
し
た
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
シ
カ
ゴ
・
ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
タ
ソ
鉄
道
社
長
が
鉄
道

委
員
会
の
良
識
と
公
正
な
問
題
処
理
に
信
を
お
き
、
で
き
る
限
り
委
」

員
会
と
協
力
し
て
ゆ
く
と
声
明
し
、
ま
た
保
守
派
の
機
関
誌
セ
ン
チ

ネ
ル
が
、
鉄
道
料
金
規
制
を
党
派
政
治
と
大
衆
の
熱
狂
か
ら
切
り
離

し
た
こ
と
の
ゆ
え
に
、
同
委
員
会
の
強
い
支
持
者
と
な
っ
た
事
実
は
、

彼
ら
の
活
動
の
性
格
が
も
っ
ぱ
ら
技
術
的
合
理
性
に
貫
か
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
と
も
端
的
に
示
す
の
が
「
立

　
プ
ア
タ
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
フ
ア
レ
ン
ス
ロ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

法
工
場
」
　
の
名
で
呼
ば
れ
た
州
議
会
図
書
館
の
活
動
で
あ
る
。
　
こ

れ
は
一
九
〇
一
年
に
州
資
料
局
長
に
任
A
即
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ

カ
ー
シ
ー
が
ほ
と
ん
ど
独
力
で
つ
く
り
あ
げ
た
法
案
起
草
諮
問
機
関

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
全
米
の
既
成
法
案
お
よ
び
そ
の
参
考
資
料
が
分

、
類
、
要
約
さ
れ
て
集
め
ら
れ
て
お
り
、
技
術
的
に
手
落
ち
の
な
い
法

案
の
起
草
が
こ
こ
で
な
さ
れ
え
た
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
政
府
と
そ
の
後

を
継
い
だ
革
新
派
政
府
の
改
革
立
法
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
で
立
案
・

起
草
さ
れ
た
。
マ
カ
ー
シ
！
は
ま
た
多
く
の
委
凱
貝
会
に
参
与
し
、
鞭
卑

新
派
組
織
の
中
枢
部
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
明
確
な
革
新
主
義
者
で
あ

っ
た
。
だ
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
マ
カ
ー
シ
ー
が
部
．
下
の
局
員

に
与
え
た
一
連
の
規
則
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
　
「
…
…
い
か
な

る
法
案
も
ま
た
そ
の
修
正
も
、
議
員
か
ら
の
詳
細
に
わ
た
る
文
書
に

よ
る
指
示
な
し
に
は
起
草
さ
れ
ず
、
準
備
さ
れ
な
い
。
起
草
員
は
法

案
の
内
容
に
か
ん
し
て
い
か
な
る
泳
唆
も
な
し
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ

の
仕
事
は
書
記
的
な
い
し
技
術
的
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ア
イ
デ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
、
　
こ
の
機
関
の
仕
事
を
中
立

的
・
技
術
的
な
性
格
の
も
の
に
限
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
岡
図
書
館
は
、
党
派
的
に
革
新
主
義
運
動
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
一
九
一
四
年
、
革
新
派
の
敗
北
後
も

そ
の
存
続
を
許
さ
れ
、
か
つ
て
保
守
派
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
・
ロ
ビ
ー

ス
ト
」
と
非
難
さ
れ
た
マ
ヵ
ー
シ
ー
も
二
一
年
の
死
の
直
前
ま
で
そ

の
職
に
止
っ
た
。
以
前
彼
を
も
っ
と
竜
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
保
守

派
知
事
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
下
に
お
い
て
も
、
彼
の
機
関
の
予
算
は
減
額

さ
れ
ず
’
、
ま
た
、
革
新
派
政
府
の
た
め
に
な
し
た
と
過
様
に
、
そ
れ
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は
能
率
的
に
撮
守
派
の
た
め
の
法
案
起
草
に
あ
た
っ
た
。
　
一
九
二
二

年
、
　
一
保
守
派
蝋
峨
ロ
貝
の
亜
込
離
湖
に
h
応
じ
て
、
マ
カ
ー
シ
ー
が
・
臼
ら
ノ
の
機

関
を
廃
止
す
る
法
案
を
起
草
し
た
と
い
う
一
場
の
茶
番
劇
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

機
影
の
技
術
的
性
格
を
端
的
に
示
し
て
い
た
。

　
こ
こ
に
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
改
蘭
平
政
治
に
つ
い
て
、
　
一
つ
の
特
質

を
指
摘
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
実
質
に
お
い
て
、
世
紀
末
以
来
の
工
業

化
・
都
市
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
多
様
な
娃
会
問
題
に
た
い
し
て
、
巾

堅
約
・
技
術
約
な
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
民

対
ボ
ス
薙
㌣
シ
ソ
と
い
う
選
挙
用
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
し
ょ
せ
ん
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
す
ぎ
ず
、
突
、
質
的
成
果
は
、
人
斑
の
直
接
政
．
治
に
で
は
な
く
、

行
政
府
権
限
の
拡
大
・
強
化
、
つ
ま
り
特
殊
専
門
家
委
員
会
に
よ
る

官
僚
行
政
の
発
達
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
社
会
の
工
業
化
・
都
市
化

の
過
程
で
、
従
来
や
む
な
く
私
約
に
処
理
さ
れ
て
き
た
社
会
管
理
の

諸
部
門
を
、
政
府
が
制
度
的
に
引
き
継
い
で
ゆ
く
当
然
の
過
程
を
促

進
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
は
、
　
保

守
・
革
新
の
思
想
的
対
雛
を
越
え
て
、
政
治
そ
の
も
の
が
二
十
搬
紀

の
現
実
に
対
応
し
て
ゆ
く
姿
で
も
あ
っ
た
。

①
　

ハ
…
ゲ
マ
イ
ス
タ
：
法
案
は
郡
と
村
の
選
挙
に
の
予
備
選
挙
を
規
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
カ
　
　
メ
　
　
　
　
　
ロ
ソ
ベ
ソ
ン
お
ア

　
た
も
の
で
、
華
瓢
主
義
壷
が
政
塾
し
て
い
た
党
役
鼓
八
二
指
名
大
会
制
度

　
と
糠
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
。
　
保
守
派
の
尊
い
は
、
　
こ
の
法
案
に
よ

　
っ
て
直
接
予
選
湖
が
多
額
の
費
用
を
要
す
二
9
想
に
効
果
が
少
い
こ
と
を
鑓

　
衆
に
印
象
づ
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
ζ
酬
喝
。
二
〇
簿
。
’
〉
三
〇
烹
。
σ
q
羅
も
囲
綴
、

　
唱
マ
ト
。
①
評
b
。
の
9
累
㊤
呂
毒
巴
岬
。
ワ
a
f
℃
ワ
ω
Q
。
1
ω
伊

②
〇
四
年
の
選
挙
以
前
に
成
立
し
た
改
革
立
法
は
葦
毛
予
選
法
と
新
鉄
道

　
税
法
で
あ
っ
た
が
、
前
滑
は
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
の
、
後
胤
は
鉄
道
料
金
規

　
制
法
に
よ
る
裏
付
が
な
か
っ
た
た
め
、
実
質
的
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

　
た
。
し
た
が
っ
て
○
隙
年
の
遣
挙
に
お
け
る
敗
北
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
麟

　
運
動
の
全
繊
果
を
台
無
し
に
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
大
統
領
選

　
挙
と
重
な
る
岡
年
の
州
鷺
挙
で
は
、
州
の
ボ
ス
の
一
人
H
・
C
・
ペ
イ
ン

　
が
共
和
党
全
国
委
員
会
議
．
長
と
な
り
、
ま
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自
身
、
三
選

　
を
む
か
え
る
、
と
い
う
不
利
が
あ
っ
た
。
ぴ
ρ
唱
。
鵠
。
津
ρ
〉
葺
〇
一
）
す
σ
Q
円
？

　
勺
5
♂
唱
℃
．
ω
お
凸
8
9
ツ
劉
客
ノ
奉
罫
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ワ
α
叶
‘
弓
ワ
①
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①
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●

③
ホ
ー
ル
は
州
北
部
・
中
部
の
比
較
的
繁
栄
し
て
い
な
い
農
耕
地
区
に
支

　
持
春
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
西
部
農
幾
は
一
般

　
に
高
農
産
物
価
格
と
高
地
価
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
お
り
、
む
し
ろ
、
農
村

　
入
目
の
都
市
流
出
が
彼
ら
の
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

　
革
新
・
王
義
へ
の
彼
ら
の
支
持
の
理
由
と
し
て
は
、
直
接
的
・
経
済
的
な
鉄

　
道
な
い
し
大
資
本
に
た
い
す
る
不
満
と
と
も
に
、
人
民
党
運
動
の
時
期
に

　
す
で
に
曹
及
・
威
熟
を
み
て
い
た
反
ト
ラ
ス
ト
思
想
と
｛
般
的
な
改
革
理

　
念
を
重
視
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
　
中
西
都
農
村
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
　
日
．

　
も
Q
巴
○
煽
8
。
。
碧
益
寧
回
）
曾
瓢
一
〇
罵
。
。
¶
〉
σ
q
鼠
。
巳
伴
帽
戦
巴
O
冨
o
o
葺
。
妬
け
騨
鉱
δ

　
寓
区
裁
。
タ
、
o
も
∩
ダ
お
8
占
㊤
Q
。
㊤
（
刷
～
同
ρ
鳥
一
6
n
O
一
副
　
　
H
O
㎝
μ
　
　
　
　
　
　
　
℃
）
唱
ワ
G
◎
一
ω
ρ

④
　
総
長
ヴ
ァ
ン
・
ハ
イ
ス
は
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で

　
嗣
級
生
で
あ
り
、
大
学
関
係
藩
は
ラ
フ
オ
レ
ッ
ト
の
敢
治
活
動
の
ぞ
も
そ
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アメリカ革斬主漉運動の成墨（志罎～）

　
も
の
は
じ
め
か
ら
熱
心
な
支
持
齋
で
あ
っ
た
。
大
学
と
州
政
鰐
と
の
関
俸

　
は
後
述
の
よ
う
に
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
州
議
会
開
会
中
、

　
毎
週
催
さ
れ
た
H
醗
昼
食
ク
ラ
ブ
は
、
ブ
レ
ー
ン
・
ト
ラ
ス
ト
の
は
し
り

　
と
も
い
う
べ
駈
こ
も
の
で
，
あ
っ
た
、
び
斜
喝
。
煽
。
簿
ρ
》
詳
汁
。
σ
δ
σ
q
氏
寺
墨
描
ヴ
．
讐
℃
℃
■

　
8
る
P

⑤
　
　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
九
酎
年
の
選
準
で
、
　
こ
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
揺
∴
れ
の
ホ
ー

　
ゲ
ン
を
立
て
X
、
マ
シ
ン
に
…
闘
い
を
い
ど
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ラ
フ
ォ
レ

　
ッ
ト
の
生
地
ブ
リ
ム
ロ
ー
ズ
に
は
ノ
ル
ウ
エ
ー
移
民
が
多
数
屠
住
し
て
お

　
り
、
そ
の
中
で
育
っ
た
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
彼
ら
の
言
藥
を
話
し
、
ま
た
多

　
く
の
鴬
語
を
得
た
、
ス
カ
ソ
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ァ
移
民
砿
、
移
民
グ
ル
ー
プ
中
、

　
ド
イ
ツ
移
民
に
次
い
で
多
数
で
あ
り
、
し
か
も
政
治
行
動
に
お
い
て
い
ち

　
じ
る
し
く
欄
結
性
が
強
か
っ
た
り
岡
W
2
｝
O
O
。
露
乙
舅
9
P
暦
ρ
萄
〇
一
♂
薄
O
噂

　
○
や
簿
こ
心
し
ギ
お
’
、

⑥
　
ホ
ー
ギ
は
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
友
入
か
つ
助
濤
嚢
で
あ
ウ
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ

　
ト
は
ま
た
画
料
学
的
農
法
へ
の
関
心
と
大
学
の
農
学
部
へ
の
強
い
支
椿
芦
』
よ

　
っ
て
彼
ら
の
支
持
を
か
ち
と
っ
た
。
ソ
雰
Z
≦
9
ダ
。
℃
e
a
枠
こ
喝
■
①
郎
⊃
・

⑦
ド
イ
ツ
移
民
は
政
治
谷
動
に
お
い
て
は
賄
人
主
義
的
で
人
種
集
闇
と
し

　
て
は
闇
結
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
腐
敗
政
治
に
た
い
し
て
は
強
い
反
感
を

　
抱
い
て
い
た
。
　
な
お
、
　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
人
民

　
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
債
統
と
、
　
一
八
四
〇
年

　
代
朱
か
ら
戴
○
年
代
は
じ
め
の
移
民
が
も
た
ら
し
た
ヨ
…
ロ
ッ
パ
自
磁
主

　
義
の
気
相
紳
’
曲
伝
統
を
引
き
つ
い
で
い
る
こ
と
に
、
州
の
改
競
隼
運
動
成
功
の

　
期
待
を
か
け
て
い
九
。
ぴ
9
鳴
○
＝
o
簿
ρ
ン
纂
。
玄
。
讐
ρ
芝
二
♂
一
だ
●
凹
ω
⑳
」

　
“
⊃
器
、

⑧
労
働
者
の
中
で
は
鉄
道
労
働
者
が
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
に
好
意
的
で
あ
っ
た

　
が
、
　
一
般
に
労
働
鱗
の
支
持
は
p
紐
糠
的
・
階
甲
級
的
で
な
く
、
む
し
ろ
一
市

　
民
と
し
て
の
改
輩
支
持
で
あ
っ
た
。
今
年
・
絵
入
労
働
の
触
点
、
労
災
補

　
償
擬
な
ど
の
労
働
立
法
が
労
働
表
の
支
持
を
高
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

　
が
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
隠
労
働
露
粥
繍
夙
は
、
・
臼
分
の
ギ
∵
で
轍
四
く
入
海
へ
の
嗣

　
情
と
い
う
域
を
出
ず
、
，
彼
ら
な
労
働
ボ
ス
の
支
配
か
ら
解
放
し
さ
え
す
れ

　
ば
、
彼
ら
は
革
新
主
義
を
支
持
す
る
と
考
え
て
い
た
。
な
お
彼
は
大
部
市

　
の
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
…
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
霊
琳
移
民
．
労
轍
一
驚
を
…
鰹
る
民
童

　
党
ボ
ス
や
ヴ
ィ
ク
タ
…
・
バ
ー
ガ
ー
の
ひ
き
い
る
軋
旧
領
民
主
党
と
彼
ら
の

　
支
持
を
求
め
て
争
っ
て
い
た
、
H
』
男
。
臣
。
簿
P
ン
ニ
8
銘
○
σ
q
巴
p
℃
プ
ソ
・
”
唱
唱
．

　
ω
8
1
繊
ご
ソ
営
呂
二
、
鉱
ポ
○
℃
．
9
～
ワ
①
ご
O
・
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．
ウ
り
ジ
螢
一
驚
o
P
日
｝
お

　
o
Q
O
o
β
雛
。
・
け
男
鍵
び
・
o
出
㌧
〆
ヨ
窪
一
〇
9
（
り
痢
O
づ
㍉
　
嗜
（
）
肖
囲
（
　
　
回
⑩
㎝
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
）
℃
や
外
∂
一
凹
ω
■

⑨
竃
舞
タ
δ
罫
○
ワ
鼠
f
℃
｝
ソ
ω
ど
㎝
○
。
噸
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
お
け
る
革

　
侃
耕
派
の
臥
朕
北
も
、
　
ラ
フ
オ
　
レ
　
ツ
・
P
の
こ
り
讐
唄
繊
・
獄
ボ
ス
性
か
ら
蔽
鳶
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
　
一
九
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
全
国
の
革
新
主
義
騰
の
大
半

　
が
ル
ー
ズ
ヅ
ェ
ル
ト
支
持
に
走
っ
た
の
ち
も
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
な
お
孤

　
面
し
て
指
名
獲
得
の
た
め
に
闘
い
、
し
か
も
保
守
’
派
の
タ
フ
ト
を
無
視
し

　
て
専
ら
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
攻
撃
を
集
中
し
た
。
他
方
、
大
会
代
表
の
過

　
単
数
を
制
し
た
タ
フ
ト
に
た
い
し
て
、
革
会
派
が
勝
利
を
え
る
最
後
の
チ

　
ャ
ソ
ス
は
、
　
ウ
ィ
ス
　
器
　
ソ
シ
ソ
静
事
い
窟
派
傭
μ
事
F
　
・
　
狂
　
・
　
マ
　
ク
ガ
。
ハ
ー
ン
を

　
大
会
議
疑
に
押
し
て
訪
販
派
の
羅
結
を
頼
め
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
立
撃
の

　
う
ち
に
ル
…
ズ
ヴ
エ
ル
ト
指
名
の
機
会
を
つ
か
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か

　
し
ラ
フ
ォ
レ
ヅ
ト
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
代
表
の
ル
：
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
晶
文
持
を

　
許
さ
ず
、
こ
の
最
後
の
機
会
を
失
わ
し
め
た
。
さ
ら
に
．
あ
対
立
は
州
敷
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治
に
も
ち
帰
…
ら
れ
、
マ
ク
ガ
バ
ー
ン
と
の
簸
立
が
、
深
ま
っ
た
。
ラ
フ
ォ
レ

　
ヅ
ト
は
ゐ
仕
る
米
の
蘭
単
言
霊
胸
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ラ
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ラ
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ォ
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ッ
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半
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改
伽
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追
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。
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独
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。
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あ
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問
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革
新
派
マ
シ
ン
の
威
力
と
性
格
は
、

　
〇
四
年
の
指
名
大
会
で
明
ら
か
に
葱
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
は
保
守
・
革

　
新
両
派
と
も
大
会
代
表
の
過
半
数
を
制
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
両
派

　
の
闘
い
は
代
表
資
絡
一
の
認
定
と
大
会
議
事
の
運
営
に
し
ぼ
ら
れ
た
。
資
格
…

　
認
定
に
つ
い
て
は
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
多
年
の
友
人
で
あ
る
G
・
鷲
・
ブ

　
リ
ア
ソ
を
炎
と
す
る
州
中
央
委
員
会
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
被
に
よ
れ
ば
、

　
鞭
幕
新
派
マ
シ
ン
は
、
保
守
派
に
よ
る
大
ム
ム
一
文
魏
を
ト
リ
ッ
ク
、
雨
漏
窪
手
佛
㈱
、

　
暴
力
を
も
含
む
一
切
の
手
段
を
も
っ
て
蹴
止
す
る
決
意
を
し
て
い
た
。
大

　
会
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
体
育
館
に
は
塀
が
め
ぐ
ら

　
さ
れ
、
　
秩
序
維
持
の
た
め
、
大
学
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
、
体
操
選
手

　
か
ら
な
る
特
雅
警
備
員
が
…
履
わ
れ
、
入
場
代
表
は
針
金
の
逓
路
の
中
で
資

　
格
を
吟
味
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
ブ
リ
ア
ン
の
委
細
会
が
認
定
し
た
代
表
以

　
外
は
入
場
で
き
ず
、
大
会
は
革
新
派
減
衰
の
過
半
数
を
も
っ
て
、
ま
た
彼

　
ら
の
準
備
し
た
ス
ケ
ヂ
ュ
ー
ル
通
り
に
運
営
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
会

　
の
あ
り
方
は
従
来
の
保
嘗
派
マ
シ
ン
に
よ
る
も
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ

　
る
。
同
σ
己
ご
》
や
①
。
。
ふ
P
び
ρ
男
○
＝
o
睦
搾
ρ
〉
暮
○
玄
。
σ
Q
欝
℃
プ
ざ
℃
唱
．
ω
b
⊃
ω
i

　
Q
。
譲
．

⑱
ω
8
浮
霧
∵
〆
暮
。
配
。
σ
q
養
℃
｝
ヴ
・
こ
）
や
騒
P
き
沁
脅

⑭
冒
欝
鳩
。
ぎ
穽
ρ
レ
r
容
○
罫
）
σ
q
弓
竜
ξ
｝
や
8
．

⑮
鑓
O
h
ω
気
無
費
．
○
ワ
9
汁
」
℃
℃
9
ド
。
。
ド
ト
。
O
ω
も
O
メ
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

　
一
方
で
は
、
ス
テ
フ
ェ
ン
ズ
が
「
ア
メ
リ
カ
入
民
の
羅
列
は
、
ア
メ
リ
カ

　
人
幾
に
よ
る
失
政
で
あ
る
」
と
の
べ
た
よ
う
な
、
学
会
悪
の
責
任
を
特
定

　
の
グ
ル
ー
プ
で
な
く
全
南
畏
に
追
求
す
る
態
度
に
現
れ
、
他
方
で
は
ま
た

　
職
業
致
治
家
へ
の
強
い
不
信
と
な
っ
て
怒
れ
る
。
　
一
八
九
瓢
年
の
人
民
党

　
党
規
の
絶
妙
な
一
条
　
　
「
上
∴
卜
貌
お
よ
び
州
議
会
メ
ン
バ
ー
を
含
む

　
…
…
連
邦
、
州
、
斎
の
公
職
に
つ
い
た
者
は
、
党
大
会
の
出
席
・
投
断
．
剛
権

　
を
認
め
ら
れ
な
い
」
　
　
は
そ
の
例
で
あ
る
。
ご
⇒
o
o
ぎ
Q
Q
酔
○
頃
費
屋
”
目
に
。

　
G
o
｝
峯
ヨ
。
亀
ρ
自
窪
（
累
。
！
く
ピ
。
吋
ぎ
H
8
幽
）
や
藤
　
溝
帥
。
犀
㏄
噂
○
や
9
f

や
8
①
・

⑯
　

ボ
ス
出
現
の
背
臓
昂
、
と
く
に
移
民
グ
ル
ー
プ
と
の
㎜
囲
係
に
つ
い
て
は
、

　
鵠
。
臨
ω
3
儒
畠
さ
　
○
や
9
け
ご
℃
マ
嵩
ω
一
回
G
。
分
○
。
。
o
鴛
鎧
舘
μ
（
篤
ジ
8
財
。

　
d
℃
肖
○
○
梓
㊦
鳥
（
切
。
簿
9
ど
お
α
ド
）
O
げ
斜
や
く
一
一
り
労
働
ボ
ス
の
例
で
は
サ

　
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ル
：
フ
な
ど
が
好
例
で
あ
る
。

　
／
ノ
図
〔
F
犀
鶏
切
0
9
ご
∫
切
。
護
労
二
〇
h
．
㏄
ψ
；
　
鳴
類
誓
急
汚
。
（
に
霞
二
色
3
．
闇 92　（960）．
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一
Φ
の
b
⊃
）
、
拙
稿
讐
サ
ン
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
あ
4
0
け
る
ボ
ス
政
払
燗
の
成
立
」

　
（
『
史
林
』
六
〇
巻
一
号
）
参
照
。
な
お
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
の
社
会
民
ま
党

　
の
組
織
も
ボ
ス
齢
性
格
が
強
か
っ
た
。
Q
Q
び
ρ
滞
⇒
o
戸
。
℃
．
o
諦
．
聰
ゆ
熱
⊃
把

⑰
o
曙
8
罰
d
レ
、
三
（
＄
ジ
日
騨
Φ
し
d
。
ω
ω
谷
ぎ
国
騨
σ
Q
壽
客
碧
臨
H
お
ぎ

　
〉
。
試
窪
（
ヒ
ご
。
。
。
け
9
〆
お
8
）
℃
や
鵯
ム
㎝
・
ま
た
た
と
え
ば
ア
イ
オ
ワ
で

　
も
、
直
接
予
選
制
の
も
と
で
撮
守
派
が
勝
利
を
得
て
い
る
。
㌶
ご
霧
。
。
。

　
§
急
差
。
募
魑
2
）
ヤ
。
搾
乙
）
“
心
9

⑱
　
し
た
が
っ
て
、
　
一
九
〇
八
年
、
ア
イ
オ
ワ
で
傑
守
派
が
人
篤
の
直
接
投

　
㎎
駅
に
よ
る
上
院
議
鼓
指
名
を
要
求
し
、
逆
に
革
新
派
が
配
管
通
り
州
議
会

　
に
よ
る
指
名
を
要
求
し
た
よ
う
な
場
分
も
あ
る
。
属
3
。
ρ
O
唱
．
9
け
．
”
喝
℃
陰

　
回
㎝
似
…
一
㎝
α
．

⑲
U
ρ
蜀
。
募
窪
ρ
〉
纂
○
σ
δ
α
q
第
嵐
受
’
嵩
．
認
。
。
1
ω
お
e

⑳
H
玄
伽
‘
や
ω
＄
．
問
引
狂
文
の
原
文
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

⑳
H
匪
〔
ご
寓
）
幽
卜
。
9
黛
∴
圏
一
隻
ノ
1
δ
｝
ど
O
H
）
．
鼠
け
．
二
）
℃
」
ω
。
。
1
は
ρ

⑳
同
三
（
f
℃
ワ
団
。
。
為
ρ

⑳
H
ぼ
（
ダ
や
慰
ω
・

⑳
H
烹
ρ
娼
℃
」
⑦
？
辰
∬
U
＞
響
頃
9
欝
蹉
。
π
ソ
｛
8
斜
菩
プ
累
○
つ
ノ
．
7

　
0
0
濤
。
。
営
（
劉
。
≦
ノ
、
o
巴
ぎ
一
〇
濠
）
℃
■
臓
ω
．
な
お
、
八
九
訟
○
年
ま
で
に
一

　
五
州
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
摸
倣
し
、
ま
た
連
邦
議
会
に
も
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

　
ン
の
」
．
M
・
ネ
ル
ソ
ン
が
起
卓
し
た
法
案
が
上
程
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ

　
ら
の
機
関
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
議
会
聖
書
館
で
働
い
て
い
た
入
々
な

　
い
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
図
書
館
学
科
の
卒
業
生
で
満
た
さ
れ
た
。

五
　
改
革
の
実
体
　
　
⇔
独
占
規
制

　
マ
シ
ン
と
の
闘
い
と
並
ん
で
反
ト
ラ
ス
ト
闘
争
は
革
新
主
義
運
動

の
二
大
闘
争
露
量
を
形
造
る
。
ラ
フ
す
レ
ッ
ト
は
書
い
て
い
る
。
「
す

で
に
二
つ
の
正
反
対
の
政
治
に
つ
い
て
の
理
念
が
、
わ
が
　
關
の
支
配

を
め
ぐ
っ
て
決
死
の
格
闘
を
は
じ
め
て
い
た
。
政
治
は
…
…
私
的
イ

ン
タ
レ
ス
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
公
共
的
利
益

の
た
め
の
屯
の
で
あ
る
べ
き
か
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
現
在
の
闘
争
に

か
ら
む
た
だ
一
つ
の
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
」
そ
し
て
「
独
占
が
い
た

る
と
こ
ろ
で
領
土
を
獲
得
し
」
　
「
企
業
禽
同
の
企
業
合
同
」
が
成
立

し
て
い
る
状
態
は
、
民
主
主
義
の
す
べ
て
の
原
則
に
反
し
、
そ
れ
を

終
焉
せ
し
め
、
自
由
制
度
を
魂
な
き
形
骸
と
化
さ
し
め
る
で
あ
ろ
う
、

①と
。
で
は
、
　
一
見
強
硬
な
こ
の
反
独
占
論
の
実
質
的
成
果
は
何
か
。

　
ま
ず
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
政
界
の
陰
の
一
大
権
力
で
あ
っ
た
鉄
道

に
た
い
す
る
規
制
を
見
よ
う
。
第
一
は
、
一
九
〇
三
年
四
月
に
成
立

し
た
新
鉄
道
税
法
で
あ
る
。
在
来
、
鉄
道
は
認
可
料
シ
ス
テ
ム
の
下

で
鉄
道
会
社
自
体
が
総
収
入
を
査
定
し
、
そ
の
四
％
を
認
可
料
と
し

て
政
府
に
納
め
て
い
た
。
新
税
法
は
、
　
一
般
市
民
の
財
薩
税
と
同
様

に
、
鉄
道
に
も
そ
の
資
産
評
価
額
の
一
定
割
含
を
課
税
す
る
も
の
で
、
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鉄
道
が
在
来
得
て
い
た
税
法
上
の
優
遇
阻
概
は
こ
こ
に
廃
正
さ
れ
た
似

鉄
道
税
総
額
は
〇
三
年
の
一
九
〇
万
ド
ル
か
ら
〇
六
年
・
の
一
二
四
〇
万

ド
ル
に
増
し
、
ま
た
政
府
が
直
接
に
鉄
道
資
麗
を
査
定
す
る
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
っ
て
、
鉄
道
料
金
規
制
へ
と
進
む
足
掛
り
が
っ
く
ら
れ
た
。
む
ろ

ん
、
鉄
道
イ
ン
タ
レ
ス
ト
は
、
こ
の
実
質
上
の
増
税
と
な
る
法
案
が

一
九
〇
一
年
に
提
嵩
さ
れ
て
以
来
、
保
守
派
マ
シ
ン
と
紐
ん
で
は
げ

し
い
反
対
運
動
を
な
し
、
共
和
党
を
事
笑
上
の
分
裂
に
導
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
法
案
を
人
民
対
ト
ラ
ス
ト
の
闘
争
の
直
接

的
蓑
現
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〇
三
年
二
月
目

両
院
合
同
委
員
会
で
の
審
議
に
5
3
い
て
、
鉄
道
側
代
表
は
か
な
ら
ず

し
も
真
向
か
ら
の
反
対
を
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
シ
カ
ゴ
・
ノ

ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ソ
鉄
道
誤
長
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
は
、
…
州
の
鉄
道
課
税
は
、

す
で
に
資
産
評
価
額
を
基
礎
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
ア

イ
オ
ワ
、
イ
リ
ノ
イ
の
そ
れ
よ
り
高
い
か
ら
、
新
税
法
は
同
祉
に
と

っ
て
は
減
税
を
意
味
す
る
、
と
証
饗
し
、
シ
カ
ゴ
・
バ
ー
リ
ソ
ト
ソ
・

ク
イ
ン
ジ
ー
鉄
道
の
W
・
W
・
ボ
…
ル
ド
ウ
ィ
ソ
も
、
新
税
法
が
…
州

の
他
の
資
産
に
た
い
す
る
の
と
問
様
に
適
用
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
そ

れ
に
反
対
で
な
い
と
の
べ
、
さ
ら
に
、
オ
ハ
イ
オ
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ

…
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
鉄
道
社
長
A
・
J
・
ア
ー
蹟
ソ
グ
も
、
新
税
法

諺
諾
す
る
思
が
あ
る
と
の
見
解
嚢
点
し
て
い
砂

　
つ
ま
り
、
彼
ら
の
反
対
は
増
税
に
た
い
し
て
で
あ
っ
て
、
新
税
法

の
シ
ス
テ
ム
自
体
（
政
構
に
よ
る
資
産
査
定
）
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
新
鉄
道
税
法
は
、
革
新
主
義
政
権
の
登
場
以

前
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
一
般
約
な
税
制
改
革
の
一
環
と
み
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
元
来
、
工
業
化
・
都
市
化
の
進
展
と
と
も

に
、
寓
は
都
市
お
よ
び
法
人
へ
と
移
動
・
集
中
し
、
増
大
す
る
政
府

経
費
と
も
対
鵡
応
し
て
、
農
村
な
い
し
不
動
産
に
基
礎
を
お
く
従
来
の

税
覇
は
当
然
不
適
切
と
な
る
。
す
で
に
七
〇
年
代
に
こ
の
事
実
へ
の

注
口
が
み
ら
れ
、
不
動
産
売
買
記
録
の
集
計
が
州
政
府
の
手
で
開
始

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
九
七
年
、
保
害
派
マ
シ
ン
の
賦
活
す
る
州
議

会
で
、
特
別
臨
時
税
制
委
員
会
が
発
足
し
て
税
問
題
の
調
査
を
は
じ

め
、
熟
事
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
も
ま
た
、
税
制
の
一
般
的
改
革
、
そ
の

平
等
化
、
恒
久
的
な
税
務
委
員
会
の
設
置
を
提
唱
し
た
。
九
九
年
に

は
保
守
派
の
有
力
議
員
が
急
行
列
車
会
社
な
ど
一
語
法
人
に
た
い
す

る
資
産
査
定
制
度
を
提
唱
し
、
岡
年
O
州
議
会
で
は
、
枳
続
税
法
、

生
命
保
険
会
社
へ
の
増
税
が
決
定
を
み
・
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実

は
、
後
に
保
守
派
の
一
人
が
力
説
し
た
、
州
の
税
制
改
革
は
保
守
派

が
腿
篤
し
た
の
で
あ
り
、
草
新
派
は
た
ん
に
そ
れ
を
普
及
・
拡
大
し
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①

た
に
す
ぎ
ぬ
、
と
い
う
主
．
張
を
正
篇
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
革
新
派
政
府
の
行
っ
た
税
制
改
革
は
二
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
一
九
〇
一
年
中
発
足
し
た
税
務
委
員
会
が
鉄
道
を
は
じ
め
と
し

て
、
市
電
、
竃
灯
、
ガ
ス
、
水
道
、
電
力
会
祉
な
ど
公
共
的
法
人
に

た
い
す
る
資
産
査
定
・
課
税
権
を
確
立
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
が
、

こ
の
杏
一
定
は
と
く
に
．
反
ビ
ジ
ネ
ス
の
編
…
見
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の

で
な
く
、
資
産
の
市
場
緬
格
、
収
益
率
に
基
く
査
定
で
あ
り
、
　
～
口

に
い
え
ば
、
従
来
不
統
一
で
あ
っ
た
続
制
を
佃
人
・
法
人
を
問
わ
ぬ

劃
一
的
な
財
産
税
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
の
改
革
は
、
一
九
一
一
年
の
議
会
で
ほ
と
ん
ど
反
対
な
し
に
可

決
さ
れ
た
所
得
税
制
度
へ
の
切
り
か
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
財
産
税
制

、
度
が
、
発
見
さ
れ
易
い
不
動
産
を
持
つ
農
民
に
不
利
で
あ
っ
た
状
況

を
改
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
慌
・

労
働
者
の
負
担
は
い
ち
じ
る
し
く
軽
減
さ
れ
た
。
明
ら
か
に
法
人
の

税
負
担
は
増
加
し
、
二
・
三
の
会
祉
は
州
を
退
去
し
た
。
し
か
し
、

著
名
な
税
務
専
門
家
の
ウ
ィ
ス
コ
、
ン
シ
ン
大
学
教
授
1
1
・
M
・
グ
撰

レ
ヴ
ス
は
、
こ
の
新
税
法
に
よ
っ
て
、
州
の
産
業
発
展
は
阻
害
さ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
ミ
シ
ガ
ン
を
除
く
ど
の
隣
州
よ
り
も
急
速
な
成
長
を

と
げ
た
こ
と
を
立
証
し
て
お
9
、
ウ
｛
ス
コ
ン
シ
ソ
の
紬
…
税
者
が
、

個
人
・
法
人
を
聞
わ
ず
、
革
新
派
政
府
の
新
税
法
に
よ
っ
て
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

不
利
に
な
っ
た
と
い
う
証
拠
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
州
の
税
制
改
革
が
、
社
会
の
工
業
化
・
都
市
化
に
対
応
し
て
保

守
・
派
が
す
で
に
開
始
し
て
い
た
税
制
合
理
化
の
線
上
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
の
一
環
で
あ
る
鉄
道
税
改
築
も
ま
た
、
鉄
道
か
ら
か
つ
て

の
特
権
的
地
位
を
奪
っ
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
鉄
道
自
体
が
近
代

的
再
三
に
脱
皮
す
る
過
程
で
当
然
受
け
る
べ
き
処
遇
で
あ
っ
た
と
い

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
の
、
　
よ
り
重
要
な
鉄
道
規
制
　
　
鉄
道
委
員
会
法
（
一
九
〇

五
年
頃
　
　
　
を
口
兄
よ
・
り
。
　
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
肌
眠
論
断
さ
れ
た
任
㎝
期
山
門

年
の
騰
貴
三
洋
か
ら
な
る
鉄
道
委
員
会
は
、
鉄
道
の
建
設
・
運
営
・

修
理
の
監
督
権
と
料
金
決
定
権
を
与
え
ら
れ
た
。
委
員
会
は
、
税
制

委
員
会
と
協
力
し
て
、
ま
ず
鉄
道
資
産
の
客
観
的
査
定
に
若
手
し
、

鉄
道
技
術
者
を
用
い
て
建
設
コ
ス
ト
を
算
定
し
た
う
え
、
二
年
後
に

料
金
率
を
決
定
し
た
。
以
後
さ
ら
に
、
急
行
列
車
会
祉
、
電
信
、
電

話
、
布
電
、
水
道
、
水
力
な
ど
の
公
共
的
諸
企
業
も
、
こ
の
委
員
会

の
監
督
下
に
お
か
れ
、
十
一
一
年
に
は
全
証
券
の
規
範
権
ま
で
委
貴
会

　
　
　
　
　
④

に
与
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
鉄
道
委
負
会
は
事
実
上
よ
り
広
範
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

公
共
企
業
規
制
委
員
会
の
性
格
を
も
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
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ラ
フ
摩
レ
ヅ
ト
・
が
「
当
時
す
で
に
、
ど
の
州
の
法
律
よ
り
も
包
括
的
で

あ
り
、
現
在
（
十
二
年
）
も
な
お
そ
れ
に
比
較
で
き
る
法
律
は
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

儒
じ
る
」
と
誇
っ
た
よ
う
に
、
広
範
囲
の
権
限
と
資
産
評
価
に
基
く

客
締
随
陥
軍
議
な
料
金
率
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
幡
羅
の
V
エ
ル
キ
ソ
ス
吐
偶
や
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ッ
パ
ー
ソ
法
よ
り
も
包
括
的
な
、
よ
り
徹
底
し
た
規
制
法
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
革
新
主
義
者
の
立
場
を
反
ビ
ジ
ネ

ス
・
反
独
占
と
規
定
す
る
こ
と
は
嗣
難
で
あ
る
。
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
自

身
が
明
確
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
の
立
法
の
日
的
は
諸
会
社

を
『
紛
争
す
る
』
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
政
界
か
ら
追
窮
す
こ

と
で
あ
り
、
他
の
人
々
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
に
扱

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
…
矯
正
さ
れ
た
の
は
特
殊
な
差
別
で
あ
り
、

不
正
料
金
で
あ
る
。
廃
止
さ
れ
た
の
は
特
権
、
不
商
利
得
、
政
治
腐

敗
な
の
だ
。
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
場
含
、
（
わ
れ
わ
れ
の
）
艮
的
は

企
業
活
動
の
育
成
・
鼓
舞
に
あ
っ
た
。
…
…
法
の
庇
護
の
下
で
他
人

の
利
益
を
奪
お
う
と
す
る
、
た
ん
な
る
投
機
業
者
、
独
占
家
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

発
起
人
が
抑
圧
さ
れ
追
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
立
場
か
ら
、
革
新
派
政
府
は
鉄
道
会
社
自
体
の
了
解
を
絶
え
ず

求
め
て
い
た
。
先
述
の
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
な
ど
鉄
道
幹
部
と
の
会
合
も

そ
の
一
例
で
あ
り
、
鉄
道
委
員
会
法
の
上
程
に
あ
た
っ
て
も
、
原
案

を
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ソ
鉄
道
社
長
A
幹
B
・
ス
テ
イ
ク
ニ
…
な
ど

多
数
の
鉄
道
代
表
に
送
付
し
て
検
討
を
仰
い
で
お
り
、
ま
た
委
員
会

発
足
後
も
、
算
定
し
た
鉄
道
資
産
と
運
営
コ
ス
ト
を
鉄
道
幹
部
に
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
賛
成
を
求
め
、
そ
σ
後
に
料
金
率
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
州
の
鉄
道
は
、
反
対
派
が
宣
伝
し
て
い
た
よ
う
に
、
政

府
の
規
綱
に
よ
っ
て
重
大
な
打
撃
を
う
け
、
停
滞
に
陥
っ
た
の
で
も

な
い
。
委
員
会
成
立
後
五
年
間
に
、
料
金
引
下
げ
総
計
は
年
二
〇
〇

万
ド
ル
に
上
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
純
収
入
は
一
八
・
四
五
％
の

増
加
を
示
し
、
全
国
平
均
（
一
八
．
四
一
％
増
）
を
僅
か
な
が
ら
上
廻

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
料
金
引
下
げ
に
よ
る
損
失
は
、
乗

客
・
貨
物
の
増
加
と
、
鉄
道
自
体
も
嫌
悪
し
て
い
た
リ
ベ
ー
ト
、
特

殊
割
引
、
無
料
パ
ス
の
廃
止
に
よ
っ
て
十
分
に
償
わ
れ
、
し
か
も
、

三
三
％
の
運
営
経
費
増
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
大
巾
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
み
た
の
で
あ
る
。
他
方
実
質
上
の
増
税
と
規
鋼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

州
の
鉄
道
建
設
は
停
滞
を
示
さ
ず
、
〇
三
1
0
九
年
の
閾
に
鉄
道

投
資
は
三
九
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
、
〇
三
年
に
比
し
一
五
％
の
増
加

　
　
　
⑫

を
示
し
た
。
そ
の
よ
う
な
成
果
は
、
革
新
派
政
府
の
規
制
の
下
で
、

鉄
道
が
投
機
性
と
腐
敗
を
脱
し
、
よ
り
近
代
約
な
合
理
的
経
営
へ
と

更
生
し
て
ゆ
く
姿
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
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こ
の
よ
う
な
方
向
は
、
い
ま
一
つ
の
重
要
な
企
業
規
鰯
　
　
保
険

会
祉
の
規
綱
！
－
に
も
う
か
が
え
る
。
合
衆
国
に
お
い
て
、
生
命
保

険
会
社
は
南
北
戦
争
後
急
速
に
成
長
を
と
げ
、
投
資
を
通
じ
て
全
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
巨
大
産
業
と
鱗
接
に
結
び
つ
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
商
業
金
融

ク
ロ
ニ
ク
ル
誌
が
、
　
「
こ
の
種
の
会
社
の
記
録
は
…
…
あ
ま
り
に
も

暗
い
裏
切
り
の
記
録
で
あ
る
か
ら
…
…
た
と
え
紙
面
と
デ
ー
タ
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
詳
細
を
暴
露
し
た
く
な
い
」
と
の
べ
て
い
た
よ
う
に
、

詐
欺
に
近
い
契
約
、
無
責
任
な
投
機
、
乱
脈
の
経
理
を
早
く
か
ら
非

　
　
　
　
　
⑭

難
さ
れ
て
い
た
。
元
来
、
こ
の
時
…
期
の
潮
入
叩
保
険
は
、
悪
名
高
い
ト

　
　
　
⑰

ソ
ト
方
式
に
修
正
を
加
え
た
応
当
据
置
方
式
で
、
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
契
約
満
期
者
の
み
が
加
入
者
全
都
の
掛
金
に
た
い
す
る
利
子

配
当
に
あ
つ
か
れ
る
方
式
で
あ
り
、
満
期
前
の
解
約
な
い
し
死
亡
の

場
合
は
、
一
定
期
間
掛
金
を
払
っ
て
い
た
場
含
に
罷
り
、
払
込
掛
金

の
み
が
支
払
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
加
入
者
の
不
利
は
い
ち
じ
る
し

く
、
金
加
入
者
の
六
〇
％
が
全
然
利
子
配
当
に
あ
つ
か
ら
な
か
っ
た

と
推
｛
疋
さ
れ
る
。
他
山
力
、
会
社
側
と
し
て
は
中
途
解
約
蘇
廊
に
た
い
し

て
は
全
然
支
払
不
用
か
、
あ
る
い
は
掛
金
元
本
の
み
の
支
払
い
で
足

り
、
し
か
竜
満
期
者
に
た
い
し
て
も
正
当
な
配
当
の
約
半
分
し
か
支

払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
厳
然
会
社
の
利
潤
は
莫
大
で
あ
り
、
そ
の
う

え
積
立
て
ら
れ
た
掛
金
と
利
子
を
投
資
・
投
機
に
よ
っ
て
自
由
に
運

用
し
え
た
。
さ
ら
に
こ
の
高
利
潤
は
、
契
約
獲
得
競
争
を
激
烈
な
も

の
に
し
、
経
常
費
を
異
常
に
増
大
せ
し
め
た
。
と
く
に
勧
誘
手
数
料

は
初
年
度
掛
金
の
五
〇
　
　
八
O
％
に
達
し
、
掛
金
の
リ
ベ
ー
ト
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

差
別
さ
え
慣
行
と
な
っ
た
。
要
す
る
に
二
十
世
紀
は
じ
め
の
保
険
業

は
、
加
入
者
か
ら
の
不
愚
な
搾
取
、
投
機
に
よ
る
乱
脈
な
経
理
、
収

益
逓
減
点
に
近
い
過
大
経
費
に
特
徴
ず
け
ら
れ
た
、
近
代
的
経
営
と

は
程
遠
い
企
業
で
あ
っ
た
。
　
一
九
〇
五
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会

調
査
委
員
会
が
な
し
た
暴
．
条
約
調
査
を
皮
切
り
に
、
保
険
業
界
の
腐

敗
・
乱
脈
ぶ
り
が
マ
ク
レ
イ
ク
運
動
の
一
焦
点
を
な
す
に
い
た
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
も
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
で
は
、
全
國
最
大
六
祉
の
一
つ
ノ
！
ス
ウ
エ
ス

タ
ソ
相
互
生
命
保
険
会
社
が
州
内
契
約
高
の
三
分
の
一
を
握
り
、
こ

れ
に
東
部
の
巨
大
会
琵
ニ
ュ
ー
ヨ
；
ク
生
命
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
生

命
、
お
よ
び
州
内
の
二
会
社
が
競
争
を
い
ど
ん
で
い
た
。
ラ
フ
ォ
レ

ッ
ト
は
、
一
九
〇
五
年
秋
、
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
例
に
な
ら
っ
て
調
査

を
提
案
し
、
こ
れ
に
あ
た
っ
た
両
院
旭
岳
委
員
会
は
二
年
閥
の
調
査

の
末
、
玉
里
役
選
任
に
お
け
二
萄
ネ
ポ
チ
ズ
ム
、
中
途
解
約
に
し
ょ
ツ
砂
ム
瓜
祉

の
不
当
利
益
、
加
入
者
の
差
別
、
資
産
状
況
の
不
良
な
ど
数
々
の
欠
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陥
を
指
摘
し
た
。
〇
七
年
に
成
立
し
た
一
連
の
規
縄
法
は
、
こ
の
調

査
報
告
の
具
体
化
で
あ
り
、
重
役
選
任
規
定
の
改
善
、
加
入
老
に
た

い
す
る
差
別
の
禁
止
、
年
次
会
計
報
告
の
呈
出
、
政
治
献
金
の
禁
止
、

掛
金
お
よ
び
勧
誘
手
数
料
の
制
限
な
ら
び
に
そ
の
報
告
、
さ
ら
に
違

反
に
た
い
す
る
刑
事
罰
な
ど
を
規
定
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
業
界
の

反
対
は
強
く
、
と
く
に
掛
金
・
手
数
料
の
制
限
と
違
反
に
た
い
す
る

処
翻
規
定
に
は
激
し
い
反
対
が
生
じ
、
そ
の
よ
う
な
牽
制
は
、
保
険

会
社
の
園
外
退
去
な
生
じ
、
州
を
「
保
険
業
の
荒
野
」
た
ら
し
め
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐘

と
の
非
難
が
あ
び
せ
か
け
ら
れ
た
。

　
で
は
、
こ
の
規
鋼
法
の
結
果
は
ど
う
か
。
州
の
二
四
社
が
前
記
の

理
由
か
ら
州
を
退
去
し
た
が
、
こ
れ
と
対
照
的
に
、
州
内
の
大
会
祉

は
残
留
の
方
針
を
決
め
、
と
く
に
ユ
ユ
ー
望
…
ク
生
命
は
、
新
樹
制

法
は
同
社
に
た
い
し
て
何
の
…
困
難
を
も
与
え
な
い
と
声
明
し
た
。
結

局
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ソ
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
生
命
の
二
州
内
会
社
と

ニ
ュ
ー
ヨ
…
ク
ル
エ
鉢
叩
、
メ
ト
ー
2
ポ
リ
タ
ソ
、
ブ
ル
ー
デ
ン
シ
ア
ル
出
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ど
州
外
の
約
一
〇
社
が
残
留
し
た
。
つ
ま
り
、
規
制
法
の
意
図
し
た

経
営
合
理
化
に
適
応
し
え
た
一
流
大
会
社
は
す
べ
て
、
さ
ほ
ど
の
不

満
を
も
た
ず
に
残
留
し
た
。
退
去
し
た
の
は
、
不
恩
金
な
経
営
を
脱

皮
し
え
な
い
小
会
祉
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
業
務
報
告
の
公
表
に
す

ら
反
対
し
て
い
た
会
社
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
…
州
は
「
保

険
業
の
荒
野
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
新
規
契
約
高
は
〇
九
年
に
二

〇
〇
万
ド
ル
、
一
二
年
に
は
三
五
〇
万
ド
ル
を
越
え
た
。
と
く
に
ノ

ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ソ
社
の
契
約
高
は
〇
九
　
　
一
二
年
の
問
に
七
〇
％

以
上
の
増
加
を
み
、
ま
た
退
去
し
た
会
社
に
代
っ
て
新
た
に
四
位
が

州
内
で
成
立
し
、
規
制
法
成
立
後
五
年
間
の
保
険
会
社
か
ら
の
税
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

増
加
率
も
、
そ
れ
以
前
の
二
倍
以
上
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
、
保
険
業
に
た
い
す
る
規
制
…
に
お
い
て
も
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
の
改
革
は
、
鉄
道
規
制
の
場
合
と
同
じ
く
、
投
…
機
的
性
格
の
追

放
・
企
業
経
営
の
合
理
化
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
力
向
は
ま
た
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ソ
社
の
脇
門
G
・
H
。

ノ
イ
ズ
が
「
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
保
険
法
は
、
砦
干
の
く
両
社
の
経
営

に
み
ら
れ
る
不
当
行
為
を
追
放
し
よ
う
と
す
る
全
幅
的
運
動
の
一
部

で
あ
る
。
保
険
会
社
に
た
い
す
る
政
府
規
鰯
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に

も
放
椴
さ
れ
て
3
3
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
法
律
は
た
だ
こ
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
～
匡
・
〈
ム
ノ
私
し
出
応
醐
難
し
み
馬
」
も
の
に
す
・
w
さ
な
い
」
シ
し
の
べ
て
い
・
⇔
よ
・
り
に
、

保
険
業
自
体
が
遅
か
れ
早
か
れ
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
方
向
で
あ
っ
た
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
ウ
、
、
ス
コ
ソ
シ
ソ
に
お
け
る
諸
改
革
を
列
挙
し

　
　
◎

た
後
に
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
遂
一
数
字
を
あ
げ
て
誇
っ
て
い
る
の
は
、
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州
ビ
ジ
ネ
ス
の
安
定
と
繁
栄
と
い
う
一
事
で
あ
る
。
鉄
道
を
は
じ
め

数
多
く
の
公
共
的
諸
企
業
は
、
州
政
蔚
の
規
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
や
む
し
ろ
そ
の
規
鋼
の
ゆ
え
に
、
は
る
か
に
安
定
度
を
増
し
、
ま

た
全
国
水
準
を
上
廻
る
発
展
を
な
し
た
。
鉄
道
に
た
い
す
る
世
論
も

大
き
く
好
転
し
た
。
六
〇
〇
近
い
州
銀
行
に
は
一
件
の
破
薩
も
な
く
、

そ
の
資
本
・
預
金
嘉
と
も
大
巾
に
増
し
た
。
商
業
活
動
も
活
況
を
呈

し
、
破
産
債
務
は
、
全
国
の
三
〇
％
増
に
た
い
し
、
二
十
分
の
一
に

減
じ
た
。
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
…
数
字
は
「
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
に
お
け

る
革
新
主
義
立
法
が
、
そ
の
敵
の
予
納
の
よ
う
に
破
壊
的
で
な
か
っ

た
こ
と
の
決
定
的
証
拠
で
あ
る
。
革
新
主
義
立
法
は
、
州
か
ら
資
本

を
追
出
す
ど
こ
ろ
か
、
他
州
よ
り
も
多
く
の
資
本
な
吸
引
し
て
い
る
。

そ
れ
は
投
資
を
、
小
数
者
の
た
め
に
投
機
的
な
ら
し
め
る
代
り
に
、

万
人
の
た
め
に
安
全
な
ら
し
め
て
い
る
。
そ
れ
は
進
歩
的
で
あ
る
と

と
も
に
建
靴
双
的
・
保
｛
寸
的
山
畠
立
法
で
の
め
っ
た
」
。
一
兀
来
、
　
ラ
フ
ォ
レ

ッ
ト
は
反
独
占
論
者
で
あ
9
、
自
由
競
争
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
。
だ

が
他
方
、
彼
は
生
産
と
サ
…
ビ
ス
の
能
率
を
鉱
視
し
、
こ
の
観
点
か

ら
大
株
式
会
祉
の
産
業
発
展
に
た
い
す
る
重
要
性
を
認
め
て
い
た
。

彼
が
攻
撃
し
た
の
は
、
政
治
と
の
結
合
に
よ
っ
て
会
社
が
獲
得
す
る

利
権
で
あ
り
、
莫
大
浸
資
本
の
水
増
し
に
見
ら
れ
る
投
機
的
経
営
で

　
　
愈

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ル
デ
ツ
ド
　
ぷ
イ

　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
独
卜
職
批
判
の
本
質
が
、
　
い
わ
ゆ
一
掃
　
「
金
ピ
カ
時

ジ代
」
の
企
業
に
も
っ
と
も
よ
く
当
は
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も

は
や
言
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
鉄
道
建
設
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
発
起
人
た
ち
は
、
正
常
な
経
鴬
に
よ
る
運
賃
収
入
を

求
め
て
、
荒
野
に
線
路
を
置
い
た
O
で
は
な
い
。
政
府
か
ら
の
巨
額

の
土
地
払
下
げ
と
、
そ
れ
の
投
機
的
売
却
、
資
本
の
水
増
し
と
建
設
費

の
過
大
な
見
積
り
に
よ
る
収
入
、
そ
れ
ら
が
彼
ら
を
動
か
し
た
動
機

で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
求
め
た
も
の
は
、
莫
大
な
利
権
で
あ
り
、
冒
険

的
な
投
機
で
あ
り
、
全
地
球
を
覆
う
鉄
道
網
の
夢
想
で
あ
り
、
そ
れ

ら
を
逓
じ
て
え
ら
れ
る
一
掴
干
金
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
恐
ら
く
、
彼

ら
の
貧
欲
で
壮
大
な
動
機
と
臣
額
の
汚
白
穴
に
満
ち
た
政
府
の
援
助
な

し
に
は
、
わ
ず
か
一
世
代
の
闘
に
な
さ
れ
た
大
陸
征
服
は
不
可
能
で

　
　
　
　
⑳

あ
っ
た
ろ
う
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
は
発
起
転
た
ち
の

み
が
息
吹
い
て
い
た
の
で
は
な
い
。
遇
大
な
利
潤
を
求
め
て
鉄
道
債

権
を
買
い
た
た
い
た
一
般
投
資
家
は
、
鉄
道
資
本
の
水
増
し
に
一
半

の
旧
任
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
し
、
幸
運
欺
小
数
の
契
約
満
了
者
の

み
が
元
本
と
利
息
を
ひ
と
り
じ
め
に
す
る
保
険
二
度
の
隆
盛
は
、
加

入
蒋
自
身
の
投
機
的
意
図
に
支
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
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だ
が
．
大
．
陸
の
征
服
と
曙
公
的
企
業
の
時
代
は
一
八
九
〇
年
を
も
っ
て

一
暁
期
を
劃
し
た
。
企
業
は
調
整
と
再
編
成
の
時
期
を
迎
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
鉄
道
は
建
設
の
た
め
の
建
設
か
ら
、
乗
客
と
荷
物
を

運
ん
で
得
る
倉
理
的
利
潤
の
追
求
へ
と
、
ま
た
保
険
は
投
…
機
か
ら
本

来
の
数
ム
諜
俣
訟
陳
的
性
格
ヘ
ー
・
し
、
要
す
る
に
経
㎝
欝
の
政
治
的
．
・
投
機
〃
陶

性
格
を
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
革
新
主
義
立

法
は
、
こ
の
方
向
を
促
進
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

①
　
び
ρ
甥
。
嬬
の
簿
ρ
〉
暮
〇
三
〇
σ
Q
同
9
℃
5
ノ
℃
マ
㊤
ρ
蕊
G
。
㌔
①
P

②
H
σ
箆
ご
ト
。
お
樋
邸
。
。
団
』
Q
。
G
。
一
二
勲
×
≦
蝕
｝
▼
o
や
。
陣
ゴ
℃
や
φ
伊
Q
。
メ
課
．

③
．
ぎ
箆
こ
や
餌
噛

④
　
回
鑑
〔
r
唱
㌻
○
。
評
Q
。
ρ

⑤
ぎ
陣
（
r
諺
．
8
ム
2
顧

　
　
二
陣
（
ダ
℃
ワ
ミ
高
。
。
「
【
鄭
胃
。
琴
葺
ρ
〉
気
9
δ
σ
q
養
覧
μ
》
♂
℃
マ
恕
？

　
ω
q
ρ
ω
軌
ω
．
　
’
戒
お
、
委
昌
以
は
ウ
ィ
ス
識
ン
シ
ン
大
蟻
ゐ
腔
済
瀞
†
二
一
敬
授
鶏
・

　
H
・
メ
イ
ヤ
ー
、
民
主
党
頓
の
法
律
家
ジ
隷
ン
・
パ
ー
ン
ズ
お
よ
び
産
業
・

　
労
働
…
統
計
黍
ハ
貴
の
ハ
ー
フ
ォ
；
ド
・
エ
リ
ク
ソ
ン
で
、
明
ら
か
に
超
党
派

　
的
・
専
門
家
酌
性
格
を
示
す
。

⑦
　
鉄
道
委
員
会
は
　
九
二
…
年
ま
で
そ
の
名
で
睡
ば
れ
た
。

⑧
ピ
ρ
男
2
δ
焦
p
＞
暮
。
玄
○
σ
q
毎
弓
ヨ
・
’
℃
．
認
P

⑨
こ
れ
ら
の
連
郷
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
男
》
●
的
冨
三
嗣
2
〆

　
罵
8
ご
。
ヨ
8
匡
碇
8
0
、
鼠
姥
δ
　
℃
8
覧
o
O
戦
窪
。
¢
三
な
島
毅
暮
塁

　
（
鷺
睾
、
ノ
5
弩
〆
δ
恕
）
濁
）
．
0
8
ふ
刈
、
睡
噛
参
照
）

⑳
じ
麟
㌘
藁
塚
。
ー
ン
霧
。
岬
）
幣
）
σ
q
舜
三
葦
｝
）
℃
。
ω
認
…
鍍
ω
．

⑪
．
守
ξ
二
）
ワ
ω
幽
i
ω
お
巨
多
滑

⑫
蜜
〔
劃
電
顧
ω
雛
ゐ
朝
①
．
た
と
え
ば
、
へ
八
九
八
一
｝
九
〇
黒
年
に
｛
二

　
の
鉄
道
が
州
で
支
払
っ
た
リ
ベ
ー
ト
の
舎
計
は
五
九
九
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
リ
ベ
…
ト
の
廃
止
だ
け
で
料
金
畷
下
げ
総
計
、
年
二

　
〇
（
り
万
ド
ル
の
平
丁
分
が
償
，
わ
れ
る
。

⑬
保
険
金
額
総
計
は
…
八
七
〇
！
九
六
年
の
澗
に
置
翫
七
％
、
会
社
資
産

　
総
計
は
九
翫
八
％
増
し
た
。
ま
た
た
と
え
ば
、
蹴
大
瓜
孫
引
の
一
つ
相
互
生

　
命
保
険
は
　
九
〇
六
年
当
時
の
資
産
灘
億
ド
ル
の
五
七
％
を
証
券
と
し
て

　
も
ち
、
、
｝
し
の
囲
一
％
余
り
が
鉄
片
誕
券
で
あ
っ
た
。
ω
9
ゆ
曾
Ω
2
α
Q
ダ
＞

　
O
o
煽
ε
づ
．
o
八
達
｛
①
ぎ
望
舜
旨
Φ
（
宏
費
く
肖
。
証
貞
一
濠
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
）
℃
ワ
這
Q
。
1

　
一
ω
ρ
回
Q
Q
ω
。

⑭
O
o
竃
ヨ
貸
！
£
∪
．
o
寡
’
曽
℃
●
一
〇
・

⑱
　
　
ザ
て
の
仙
起
源
は
、
　
一
山
ハ
灘
六
年
、
　
ロ
レ
ン
，
ソ
　
・
ト
ソ
ト
が
マ
ザ
ラ
ン
に
煙
匹

　
差
し
た
薫
室
収
入
増
擁
策
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
八
六
八
年
以
後
＝
時
ア

　
メ
リ
カ
で
広
く
採
摺
さ
れ
た
、
こ
の
方
式
で
は
、
死
亡
の
場
合
に
加
入
者

　
は
利
子
な
し
の
契
約
額
顧
金
額
の
み
を
支
払
わ
れ
、
途
中
解
約
の
場
倉
は

　
ゼ
ロ
、
　
濫
一
蝋
州
の
場
ム
雌
に
の
み
、
　
額
㈱
金
額
プ
ラ
ス
そ
の
利
子
プ
ラ
ス
死
亡

　
鷺
分
の
利
子
、
き
ら
に
プ
ラ
ス
途
中
解
約
漸
の
蓄
積
金
額
の
分
け
簡
を
交

　
払
わ
れ
る
。
据
置
醜
※
方
式
ほ
こ
の
変
形
で
あ
る
。

⑧
U
雲
0
9
冨
沼
翼
○
誌
｝
ど
．
．
O
ぞ
搾
既
》
。
9
欝
回
巳
9
怠
o
p
ヨ
置
♂
同
量
苧

　
嗜
三
口
8
σ
o
プ
き
2
回
け
ブ
o
O
一
！
・
目
ノ
く
霞
鴛
乙
曲
6
H
ヲ
・
窃
怠
σ
q
舞
δ
嵩
9

　
一
8
軌
、
．
ぎ
タ
M
三
宮
謬
乙
凶
囲
剛
2
2
‘
劉
【
書
君
切
霧
ぎ
。
湊
（
○
⇔
．
9
．
剛
）
識
ハ
ア

　
面
ρ
総
欝
）
｝
唱
．
卜
⊃
ω
G
。
も
器
噂
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⑰
著
名
な
マ
グ
レ
イ
カ
ー
の
著
作
に
は
ゆ
舞
庁
O
昌
S
賦
。
邑
誌
。
同
畠
鳩
朦
δ

　
ω
け
。
騰
鴇
。
剛
U
獄
o
H
昌
ω
g
影
霞
o
o
（
Z
虫
く
喫
。
目
F
μ
Φ
O
刈
）
が
あ
る
。

⑲
　
認
魑
資
ぎ
鐸
£
ソ
鼠
け
ご
一
）
℃
．
一
8
ム
O
メ
一
嵩
点
一
N

⑲
H
鐸
r
嬉
●
ご
。
。
ム
6
．

⑳
囲
謀
伽
‘
℃
ワ
お
ト
a
占
卜
⊃
ω
◎

⑳
　
H
げ
誌
‘
℃
・
一
b
⊃
O
．

⑳
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
革
新
主
義
立
法
に
は
、
以
上
の
べ
た
も
の
の
ほ
か
、

　
　
一
年
の
労
災
補
償
法
、
罐
業
委
員
会
の
設
置
と
鰐
委
員
会
に
よ
る
労
働

　
潜
の
安
全
管
理
、
小
年
・
婦
人
労
働
者
の
保
護
が
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
他

　
に
も
官
吏
任
用
試
験
制
度
（
○
鷲
年
）
、
　
天
然
資
源
保
護
法
（
［
㎝
年
）

　
な
ど
が
あ
り
、
　
一
般
に
革
新
窯
義
運
動
の
内
容
と
さ
れ
る
激
、
革
中
、
取
り

　
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
婦
入
参
政
権
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
、
レ
フ
ェ
レ

　
ソ
ダ
ム
、
リ
コ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
。

⑳
r
斜
閃
○
ぎ
簿
p
諺
纂
。
⊆
。
σ
q
同
帥
喜
ど
冠
p
。
。
㎝
？
ω
①
。
。
。

⑳
　
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
必
ず
し
も
私
企
業
に
た
い
す
る
国
家
の
保
護
を
否
定

　
し
な
い
。
強
い
競
争
状
態
が
存
在
し
資
本
が
少
い
縦
家
の
三
殿
期
に
は
、

　
鉄
道
に
た
い
す
る
土
地
山
事
げ
の
よ
う
な
、
園
家
の
保
護
が
賢
明
な
手
段

　
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
企
業
が
十
分
に
成
長
を
と
げ
る
と
、

　
こ
の
よ
う
な
私
企
業
へ
の
國
家
の
保
護
が
倉
法
約
な
大
衆
収
奪
と
な
る
秘
息

　
に
達
す
る
、
と
考
え
る
。
結
局
彼
が
理
想
と
し
た
産
業
シ
ス
テ
ム
は
、
株

　
式
会
社
が
能
率
的
に
産
業
発
展
を
担
い
、
し
か
弘
自
由
競
争
が
維
持
さ
れ

　
て
い
る
よ
一
）
な
体
制
で
あ
る
。
困
三
（
ご
嗣
）
｝
ソ
。
。
圃
I
o
。
P
屋
心
一
刈
謹
．

⑳
↓
．
ρ
6
8
ξ
§
善
畠
薫
’
ン
三
ざ
さ
〉
σ
q
・
。
糊
需
コ
ぎ
，
鷲
ぴ
。
（
客
。
妻

　
ノ
鴇
茸
F
お
、
お
）
Ω
峯
ワ
ノ
．
凝
憎
参
照
。

六
結

び

　
わ
ず
か
一
州
の
例
を
も
っ
て
革
新
主
義
運
動
全
体
を
規
定
す
る
こ

と
の
危
険
は
、
電
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
と
そ
の
中
で
の
運
動
が
全
国
的
状
況
の
モ
デ
ル
を
な

し
た
と
い
う
事
情
と
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
が
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
、
ウ
ィ

ル
ソ
ン
と
並
ぶ
代
表
的
革
新
主
義
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
し

て
、
あ
え
て
大
胆
な
見
通
し
を
試
み
て
み
た
い
。

　
普
通
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
は
、
反
独
占
二
尉
由
競
争
論
者
と
し
て
、
「
ニ

ュ
ー
・
フ
リ
ー
ダ
ム
」
の
派
に
位
概
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の

改
革
の
実
質
を
、
中
立
的
・
尊
門
家
的
な
官
僚
行
政
の
促
進
と
企
業

経
営
の
合
理
化
に
見
た
い
ま
、
彼
に
「
ニ
ュ
ー
・
ナ
シ
響
ナ
リ
ズ
ム
」

と
の
　
　
つ
ま
り
、
独
占
資
本
の
生
長
を
必
然
的
発
展
と
し
て
肯
定

つ
つ
、
行
政
府
権
限
を
拡
大
・
強
化
し
て
、
そ
の
悪
弊
の
み
を
規
制

し
よ
う
と
し
た
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
方
向
と
の
　
　
多
分
の
共
通
性

を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
彼
は
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
を
き

び
し
く
批
判
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
柔
軟
な
現
実
政
治
家
で
あ
っ

た
彼
の
施
策
を
「
中
途
半
端
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
不
徹
底
さ
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
た
批
判
で
あ
り
、
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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そ
し
て
ま
た
、
意
味
の
な
い
阪
定
で
あ
る
が
、
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
大
統

領
が
は
た
し
て
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
以
上
に
徹
底
し
た
改
革
を
進
め
え

た
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
で
す

ら
、
就
任
後
、
　
「
ニ
ュ
ー
フ
リ
ー
ダ
ム
」
で
声
明
し
た
大
資
本
敵
視

を
や
め
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
方
式
、
つ
ま
り
、
・
大
企
業
と
政
府
と
の

協
同
を
可
能
に
す
る
規
制
委
員
会
（
連
邦
通
商
委
員
会
）
の
方
向
に

　
　
　
　
　
　
　
②

進
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
方
向
の
み
が
革
新
主
義
の
実
質
的
成
果
と
な

夢
得
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
自
体
の
側
に
お
い

て
、
革
新
主
義
の
世
論
に
対
応
す
ッ
7
3
た
め
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の

方
向
へ
の
主
体
的
な
第
一
歩
が
端
女
の
点
で
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
鉄
道
韓
　
部
が
「
金
ピ
カ
時
代
」
の
行
り
為
に
遺
械
ゆ
の
音
心
を
轟
旧
し
つ

つ
、
鉄
道
に
お
け
る
倫
理
に
新
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
を
告
げ
た
よ

う
に
、
実
業
蒙
の
公
的
責
任
と
自
己
規
制
を
力
説
す
る
動
き
が
顕
著

と
な
っ
た
。
ブ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
商
工
会
議
所
…
は
、
虚
犬
輩
準
界
・
屠
体
が

会
社
規
制
の
法
律
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
決
議
し
、
ボ
ル
チ
モ
ア
・
オ

ハ
イ
オ
鉄
撒
臨
急
一
長
ダ
ニ
　
エ
ル
・
ウ
ィ
ラ
ー
ド
は
、
　
鉄
瓢
魁
は
「
半
挿
北
ハ

施
設
」
で
あ
り
、
そ
の
経
痴
者
は
「
半
公
僕
」
と
し
て
行
動
す
べ
き

で
あ
り
、
全
市
民
が
重
大
な
利
害
関
係
を
も
つ
運
輪
業
に
た
い
し
て

は
、
連
邦
政
府
の
み
が
「
す
べ
て
の
掘
衝
突
す
る
利
害
を
調
和
せ
し

め
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
も
た
ら
し
得
る
の
だ
」
と
説
い
て
い

③た
。
他
方
，
大
企
業
は
対
公
共
関
係
の
重
要
性
を
認
め
て
P
・
R
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

動
を
い
ち
じ
る
し
く
重
…
税
し
は
じ
め
た
。
経
営
管
理
へ
の
急
速
な
関

心
の
高
ま
り
は
、
多
数
の
関
係
書
物
の
出
版
、
テ
ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ム
の
実
験
、
経
営
学
部
の
設
置
に
現
れ
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
大
企

業
は
明
ら
か
に
政
府
に
た
い
す
る
態
度
を
変
え
た
。
モ
ル
ガ
ソ
商
会

が
政
府
と
の
闘
に
一
種
の
紳
士
協
定
を
紡
ぶ
方
針
を
決
定
し
た
の
は
、

そ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
商
会
の
代
表
ヂ
ョ
ー
ジ
・
パ
ー

キ
ソ
ス
が
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
の
。
へ
た
よ
・
り
に
、
行
一
政
｛
肘
の
株
式
A
ム

社
周
が
「
（
会
社
の
）
誤
り
や
法
律
違
反
を
指
摘
し
、
わ
れ
わ
れ
に
そ

れ
を
訂
正
す
る
機
会
を
与
え
扁
、
　
他
方
政
府
は
会
社
に
た
い
す
る
シ

ャ
ー
マ
ン
法
違
反
の
告
発
を
差
控
え
る
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
方

針
は
一
九
〇
七
年
以
降
、
　
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
、
政
府
と
の
協
調
を

．
恥
掻
に
す
る
全
麟
的
な
規
制
委
員
会
を
も
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ン
法
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

き
変
え
る
プ
ラ
ン
に
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
委
員

会
は
、
全
虚
病
業
者
協
…
会
会
長
の
晶
繭
に
よ
れ
ば
「
…
…
た
と
え
家
父

長
的
、
あ
る
い
は
社
会
主
義
的
と
呼
ば
れ
る
に
せ
よ
、
…
…
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

要
講
で
あ
．
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
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アメリカ乱臣註臓義運動の威！濃（悪嘱～）

　
つ
ま
9
、
実
業
界
の
有
力
部
分
は
、
二
十
世
紀
は
じ
め
に
、
十
九

世
紀
後
半
の
投
機
的
経
営
を
脱
却
し
、
行
政
府
の
規
制
を
か
な
り
の

程
度
ま
で
受
け
入
れ
て
、
合
理
的
経
営
へ
と
向
う
姿
勢
を
と
り
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
の
ゆ
え
に
、
大
企
業
の
ア
メ

リ
カ
社
会
に
お
け
る
指
導
権
は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。
革
新
主
義
の
時

代
を
い
う
ど
つ
た
大
小
企
業
の
対
立
は
克
服
さ
れ
て
、
実
業
界
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
団
結
が
強
化
さ
れ
、
他
方
大
衆
の
不
信
も
い
ち
じ
る
し
く
減
じ
た
。

革
新
主
義
者
は
そ
の
一
応
の
成
果
に
満
足
し
て
攻
撃
の
鋒
を
収
め
、

中
核
を
な
し
た
知
識
人
の
多
く
は
、
あ
る
い
は
大
企
業
に
組
込
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
体
制
の
擁
護
者
と
化
し
た
。
二
十
年

代
の
共
和
党
の
絶
対
的
優
勢
が
か
く
し
て
成
立
し
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・

ク
μ
一
り
一
が
夢
み
た
、
連
邦
政
府
の
指
導
の
下
に
独
占
資
本
を
中

核
と
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
が
繁
栄
を
き
わ
め
る
体
制
が
実
現
を
み
た

　
　
　
⑩

の
で
あ
る
。

　
大
胆
な
結
論
を
も
っ
て
稿
を
終
る
。
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
い
う
、

革
新
主
義
運
動
の
「
若
干
の
呉
体
面
な
成
果
し
と
は
、
中
立
的
・
専

門
技
術
者
的
政
府
に
よ
る
縫
会
管
理
機
能
の
拡
大
と
企
業
経
営
の
合

理
化
で
あ
っ
た
。
本
来
そ
れ
は
、
革
新
主
義
運
動
を
担
っ
た
中
産
層

の
、
　
一
つ
に
は
組
合
主
な
き
翻
【
入
と
し
て
の
臣
大
利
晶
盆
集
幽
へ
の
筑
心
怖

と
反
感
か
ら
、
他
方
で
は
資
本
主
義
社
会
の
晦
渋
層
と
し
て
の
彼
ら

の
ビ
ジ
ネ
ス
　
・
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
か
津
り
、
　
当
妖
｛
予
報
心
さ
れ
る
コ
…
ス
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
コ
ー
ス
で
の
改
革
の
成
功
と
矛
盾
の
一
応

の
克
服
こ
そ
、
現
代
ア
メ
リ
カ
社
会
の
二
つ
の
側
酒
、
大
官
僚
欄
と

国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
道
を
決
定
し
、
準
備
し
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

①
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
の
ル
ー
ズ
ヅ
ェ
ル
ト
評
姻
に
つ
い
て
は
、
H
う
凋
。
瓢
。
ヰ
ρ

　
》
暮
。
⊆
o
σ
q
舜
噂
σ
ざ
℃
や
ミ
Q
。
一
心
○
。
ρ
①
認
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遥
ρ
ρ
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霧
卯
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ω
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q
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客
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総
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Q
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麟
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一
一
δ
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路
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弓
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。
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．
ノ
剛
。
葺
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δ
認
）
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℃
．
一
〇
。
伊
円
○
。
○
。
”
8
ω
1
卜
。
O
餅

④
　
潤
び
覧
‘
勺
や
誌
刈
ム
○
。
Q
。
●

⑤
　
　
一
九
〇
〇
一
　
九
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
経
露
学
の
書
物
は
二
閥
○
に

　
達
す
る
。
ま
た
経
営
学
蔀
は
　
八
九
八
年
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
　
6
？

。
ξ
嘗
彗
O
ツ
自
聲
。
℃
お
陣
f
署
・
。
餐
』
幽
。
。
こ
。
回
田
菊
・
9
欝
蓉
覇

　
鼠
こ
出
冨
8
蔓
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団
U
ρ
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。
触
凶
一
μ
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。
⊆
二
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鳥
Q
り
貯
峠
Φ
。
。
（
翼
。
づ
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ノ
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憎
F

　
H
q
っ
ω
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）
＜
○
ピ
H
囲
押
も
D
o
o
怠
9
日
執
り

⑥
芝
陣
。
げ
ρ
o
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9
f
｝
）
や
圃
○
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ギ
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。
・
牡
。
。
切
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り
㎝
占
8
・

⑦
H
三
ρ
や
込
⊃
O
歴

③
H
⊆
ρ
℃
ワ
ト
。
8
凸
漣
．

⑨
二
＋
年
代
の
華
薪
主
義
に
つ
い
て
一
応
の
見
通
し
を
つ
け
て
お
．
」
う
。
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ま
ず
旧
革
新
兜
義
旛
た
ち
は
経
済
的
繁
栄
と
自
分
た
ち
の
改
革
の
成
功
に

つ
い
て
の
痢
己
満
足
の
う
ち
に
、
無
気
力
に
陥
っ
た
。
知
識
入
は
む
し
ろ

骨
化
活
動
の
縫
界
に
引
退
り
、
実
業
家
や
農
村
の
知
的
貧
園
を
冷
笑
し
た
。

他
方
、
彼
ら
に
従
っ
て
革
新
主
義
の
伝
統
を
継
ぐ
べ
き
中
産
層
の
エ
ネ
ル

ギ
…
は
、
反
動
的
な
倫
理
的
鮭
会
改
造
運
動
l
K
K
K
な
い
し
縄
墨
運

動
1
に
流
入
し
た
。
　
｛
口
に
い
っ
て
革
新
主
義
は
「
ノ
ー
マ
ル
シ
ー
」

の
昭
代
の
な
か
で
樗
標
喪
失
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
り
、
二
四
年
の
ラ
フ

オ
レ
ッ
ト
運
動
も
地
域
的
利
陣
鐘
集
団
と
し
て
の
串
興
部
農
幾
の
プ
レ
ッ
シ

ァ
ー
・
グ
ル
…
プ
的
行
動
の
色
彩
が
濃
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
時
代
の
新
し

　
い
革
新
主
嚢
ほ
、
旧
マ
シ
ン
嵩
身
の
ア
ル
・
ス
ミ
ス
に
代
表
さ
れ
る
大
都

　
市
の
下
層
幾
衆
に
基
盤
を
お
く
改
革
に
見
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
鴇
o
h
簿
竜
洋
。
さ

　
o
や
9
f
Ω
声
慧
貴
く
躍
．
o
Q
o
o
跨
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轟
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∴
0
8
錠
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B
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新
∵
解
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軋
然
と
斬
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党
問
題
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0
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現
代
ア
メ
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記
以
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外
轟
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』

　
五
大
出
版
会
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一
九
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年
所
収
）
。

⑩
国
忌
g
誌
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目
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9
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No　deul）t，　the　bareaucyatic　system　was　its　mediator，　1）ut　its　origin／

may　be　ill　the　relation　between　Pei－wei北魏empire　and　the　nor－

thei’n　tribes，　when　we　can　call　the　yelation　of　the　people　to　the

state　authority　“free－man”　system．　This　phase　hac　s　been　often

overlooked　in　the　so－called　northern　policy　of　Pei－wei，　so　the　writer，，

with　the　earnest　interest　in　this　aspect，　is　to　consider　what　the

．Pei－tvei　state　was；　this　article，　as　a　link　of　his　plan，　traces　the・

development　of　7”o．加拓販before　the　formation　of　Pei．wei，　a鷺d

then　centemplates　the　existence・　of　regalities，　the　united　authority

of　differen£　tribes．　The　regalities，　with　the　various　contraclictions－

against　the　tril）e　system，　consisted　generally　in　its　basement；　ancl

it　is　iniagined　that　one　niore　universalization　of　this　relation

should　be　the　］Pei－wei　empire　after　the　dissolution　of　tribes．

The　Substantial　Results　of　The　Progressive　Movement

　　　　in　The　United　States：　The　Case　in　Wisconsin

　　　　　　　by

Kosuke　Shimttra

　　The　Progressive　Movement　in　Wisconsiii　was　tlie　pioneer　and

the　model　of　the　national　moveineBt．　lt　is，　however，　hac　rd　to

clefine　it　simply　as　one　ef　“anti－machine　and　ant／i－monopoly”

revealed　in　its　slogan．　lts　leader，　Robert　M．　La　lfollette，　yan　for

the　governor　（and　elected　in　1900）　as　a　candidate　accepted　by

the　Republican　coRservative　inacliine　which　allied　with　the　rail－

i’ord　interests．　This　fact　implies　that　at　that　time　the　political

adjustnients　to　the　rapicl　industrialization　and　urbanization　were

becoming　the　urgent　problems　that　were　to　be　necessarilly　met

in　any　form　by　citizens，　irrespecting　their　political　stands，　con－

servative　or　progressive．　And　the　substantial　results　of　two　major

reforms，　the　overthrow　of　machine　system　and　the　regulation　of

big　business，　attempted　under　the　Progresslve　Governments，　would

be　seen，　on　the　one　hancl，　in　expandipg　function　of　the　neutral

and　specialist　government　in　managing　society　and，　on　the　other

hand，　in　rationalization　e£　business　management　in　which　business
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Lb70t　rid　of　the　speculative　meShods　prevailing　in　the　“　Gildecl　AgeJ”

The　reforming　effort＄　in　these　natures　were　what　big　businesses．

were　able　to　successfully　adjust　themselves　to　and　therefore，　2t．

inight　be　said，　deciclecl　the　clirection　towarCl　IL）ig　bureaucracy　aRCI’

state　inonopoly　capitalism，　the　two　inain　characteristics　of　con一一

telllpel’cal”］　Amel’ic＆

Reconsideration　on　Restoration　of　the　Offering

　　　　Shrine　of“Wlt一五ぬ㎎一Tg’2t”望郷祠堂

　　　　　　1）y

Shingo　Akiyama

　　Among　the　stone　reliefs　in石「an漢，　the　stone　reliefs　of　IMte武．

fa　rn　ily正℃氏承司画1象考：：：lf葺洋we1卿e　the　lnost　famous　ones　fronユ　anc量ent．

times，　but　the　formey　investigation　has　been　concentrated　on

their　subjects；　ie　is　not　too　much　£o　say　that　restoration　of　the・

offering　shrine，　or　T；～u－T’ang’　爾1堂　1）y　constructing　the　stones

preserved　by」げz僻29－1黄．易in£he　new　offerin9－shrine　has　just．

’started，　the　most　excellent　of　which　is　Mrs．　Fairbank’s．

　　To　consider　carefully　Ww－Liang－T2’u　tr：’一・k．yT｛一fitolfi’Sm．．r　only，　there　were／

some　aspects　unable　to　be　restoyed；　at　first，　rubbings　now　in

hand　never　show　the　whole　shape，　without　figure　belt　ancl　space

carved　nothing．　Mrs．　Fairbank’s　restoration　by　putting　rear　wall

stones　is　corrected　by　putting　side　wall　stones　before　rear　wall．

stone．　ln　tlie　second　place，　by　New　China’s　careful　reinvestigation

of　Es∫αo－t’an9－shan－tz，一zt－t’al・zg　孝堂江i石辣司，　the　existence　of　stone－

plinth　was　proved　a1｝d　also　it　was　added宅。　Wie－Lian9一　T£’zt武梁．

il：G’i｛i’，？1［；．　ln　the　thir（1　place，　the　structure　of　ceiling－stone　was　shown

by　clescovery　of　the　rubbings　in　the　Library　of　XVaseda　University，

proved　tkat　the　sciuare　holes　accorcling　to　“having　two　square

holes”有2方孔二1，　in‘‘Shih－so”綱索were　d「aw－holes；thanks　tσ

this　discovery，　the　central　stone　pillar　ln　the　Mrs．　Fairbank’s

restoration　figLn’e　is　a　inistake　ancl　it　is　pyovecl　to　be　the　front一・

blowLoff　structure．
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